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一
　
は
じ
め
に

二
　
近
世
に
お
け
る
指
図

　
㈠
　
議
論
の
出
発
点

―U
lp.

（27 ad ed.
） D. 46, 2, 11 pr.

　
㈡
　
一
六
世
紀
の
デ
レ
ガ
チ
オ
に
関
す
る
学
説

　
㈢
　
デ
レ
ガ
チ
オ
（delegatio

）
と
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
（assignatio

）

三
　
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
ド
イ
ツ
普
通
法
学
説

　
㈠
　
ケ
ラ
ー
（Friedrich Ludw

ig Keller

）
の
少
数
説

　
㈡
　
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
通
説
的
見
解

　
㈢ 

　
マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
（Franz W

ilhelm
 Ludw

ig von M
eyerfeld

）

の
見
解

　
　
１
　
狭
義
の
デ
レ
ガ
チ
オ

　
　
２
　
広
義
の
デ
レ
ガ
チ
オ

　
㈣
　
小
　
括

四
　
一
九
世
紀
中
葉
以
降
の
ド
イ
ツ
普
通
法
学
説

　
㈠ 

　
ウ
ン
タ
ー
ホ
ル
ツ
ナ
ー
（Karl August Dom

inikus U
nterholzner

）

　
㈡
　
テ
ー
ル
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einrich Thöl

）

　
㈢
　
フ
ァ
ン
ゲ
ロ
ウ
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）

　
㈣
　
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
（Bernhard W

indscheid

）

　
㈤
　
ザ
ル
ピ
ウ
ス
（Botho von Salpius

）
の
影
響

　
㈥
　
小
　
括

五
　
Ｂ
Ｇ
Ｂ
成
立
以
後
の
ド
イ
ツ
法
学
説
に
お
け
る
デ
レ
ガ
チ
オ
の
理
解

　
㈠
　「
デ
レ
ガ
チ
オ
」
と
い
う
用
語
の
多
義
性

　
㈡ 

　
義
務
設
定
指
図
（delegatio obligandi

）
と
支
払
指
図
（delegatio 

 solvendi

）

　
㈢
　 

受
動
指
図
（Passivdelegation

）
と
能
動
指
図
（Aktivdelegation

）

　
㈣ 

　
無
因
指
図
（abstrakte D

elegation

）
と
指
名
指
図
（titulierte 

D
elegation

）

　
㈤
　
学
説
彙
纂
四
六
巻
二
章
一
一
法
文
序
項
の
解
釈

六
　
む
す
び
に

 

隅

谷

史

人

ロ
ー
マ
法
由
来
の
指
図
（delegatio

）
の
ド
イ
ツ
法
へ
の
継
受

―
原
因
関
係
上
の
既
存
債
務
か
ら
の
独
立
を
中
心
に

―
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一
　
は
じ
め
に

　
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
指
図
（Anw

eisung

）（
以
下
、「
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
」）
は
、
商
業
信
用
状
や
為
替
手
形
、
小
切
手
な
ど
の
取
引
の

法
的
性
質
と
し
て
わ
が
国
で
古
く
か
ら
研
究
さ
れ
て
お（
1
）り、

近
年
の
振
込
取
引
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
は
じ
め
と
し
た
第
三
者
を
介
す

る
金
融
取
引
の
基
礎
理（
2
）論と
し
て
も
注
目
を
集
め
つ
つ
あ（
3
）る。

　
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
は
、
一
般
的
に
、
指
図
人
の
計
算
で
第
三
者
に
対
し
て
給
付
を
な
す
他
者
へ
の
要
請
と
授
権

（Erm
ächtigung

）
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
関
係
当
事
者
の
三
角
関
係
（D

reiecksverhältnis

）
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、

あ
る
者
（
指
図
人
（Anw

eisender
））
が
、
他
の
者
（
被
指
図
人
（Angew

iesener

））
に
、
第
三
者
（
受
取
人
（Anw

eisungsem
pfänger

））
を

通
じ
て
、
第
三
者
に
対
し
て
出
捐
す
る
よ
う
要
請
す
る
の
で
あ（
4
）る。

　
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
に
は
必
然
的
に
二
つ
の
原
因
関
係
が
存
在
す
る
。
指
図
人
と
被
指
図
人
と
の
間
の
資
金
関
係

（D
eckungsverhältnis

）
と
呼
ば
れ
る
原
因
関
係
と
、
指
図
人
と
受
取
人
と
の
間
の
対
価
関
係
ま
た
は
出
捐
関
係
（Valuta- oder 

Zuw
endungsverhältnis

）
と
呼
ば
れ
る
原
因
関
係
で
あ（
5
）る。
被
指
図
人
が
指
図
人
の
要
請
に
し
た
が
う
場
合
、
被
指
図
人
の
受
取
人
に
対

す
る
一
つ
の
出
捐
に
よ
っ
て
、
原
因
関
係
上
の
二
つ
の
給
付
、
す
な
わ
ち
、
対
価
関
係
上
の
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
給
付
、
お
よ
び

資
金
関
係
上
の
被
指
図
人
の
指
図
人
に
対
す
る
給
付
が
実
現
さ
れ
る
。

　
こ
の
意
味
に
お
け
る
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
七
八
三（
6
）条以

下
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
金
銭
、

有
価
証
券
、
そ
の
他
の
代
替
物
を
給
付
す
る
、
証
書
（U

rkunde

）
に
よ
る
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
と
い
う
特
殊
な
場
合
し
か
規
定
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
契
約
自
由
の
原
則
に
し
た
が
え
ば
、
口
頭
の
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
や
、
上
記
以
外
を
目
的
と
す
る
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン

グ
も
な
し
う
る
と
解
さ
れ
て
い（
7
）る。
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ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
の
特
徴
は
、
指
図
人
の
二
重
授
権
（doppelte Erm

ächtigung

）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
民
法
典
七
八
三
条

に
よ
れ
ば
、
証
書
の
交
付
も
し
く
は
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
の
付
与
に
よ
っ
て
、
受
取
人
は
、
自
己
の
名
で
被
指
図
人
に
よ
る
給
付
を
取
り

立
て
る
よ
う
授
権
さ
れ
、
被
指
図
人
は
、
指
図
人
の
計
算
で
受
取
人
に
対
し
て
給
付
す
る
よ
う
授
権
さ
れ
る
。

　
こ
の
授
権
は
、
自
己
の
名
で
他
人
の
権
利
を
自
由
に
利
用
で
き
る
と
い
う
法
的
意
義
し
か
与
え
な
い
。
つ
ま
り
、
授
権
は
そ
の
ほ
か
の

い
か
な
る
義
務
も
生
み
出
さ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
受
取
人
は
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
に
よ
る
授
権
を
利
用
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
な
い

し
、
被
指
図
人
も
受
取
人
に
対
し
て
給
付
を
な
す
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
被
指
図
人
が
受
取
人
に
対
し
て
給
付
す
べ
き
義

務
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
七
八
四（
8
）条に

よ
れ
ば
、
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
の
引
受
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
発
生
す（
9
）る。

　
本
稿
は
、
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
が
ド
イ
ツ
法
に
集
成
さ
れ
る
過
程
を
解
明
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
指
図
法
の

濫
觴
と
な
っ
た
、
ロ
ー
マ
法
上
の
指
図
（delegatio

）（
以
下
、「
デ
レ
ガ
チ
）
10
（

オ
」）
の
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
解
釈
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
を
そ

の
目
的
と
す
）
11
（
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
と
原
因
関
係
上
の
既
存
債
務
と
の
牽
連
性
を
中
心
に
概
観
す
る
。

　
な
ぜ
な
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
指
図
法
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
概
念
と
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
デ
レ
ガ
チ
オ
と
な
ら
ん
で

assignatio

（
以
下
、「
ア
シ
グ
ナ
チ
）
12
（
オ
」）
と
い
う
概
念
が
存
在
す
る
が
、
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
が
誕
生
し
た
の
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
の
か
か
る
部

分
の
解
釈
に
端
を
発
し
て
い
る
か
ら
で
あ
）
13
（

る
。

二
　
近
世
に
お
け
る
指
図

㈠
　
議
論
の
出
発
点

―U
lp.

（27 ad ed.

）D. 46, 2, 11 pr.

　
学
説
彙
纂
四
六
巻
二
章
は
「
更
改
お
よ
び
指
図
に
つ
い
て
（D

e novationibus et delegationibus

）」
と
い
う
章
題
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
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の
一
一
法
文
序
項
（
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
　
告
示
註
解
第
二
七
巻
）
は
、「
デ
レ
ガ
チ
オ
は
、
自
己
の
代
わ
り
に
他
の
債
務
者
を
債
権
者
あ
る
い
は

彼
が
命
令
し
た
者
に
与
え
る
こ
と
で
あ
る
（D

eleg

）
14
（are est vice sua alium

 reum
 dare creditori vel cui jusserit

）」
と
規
定
し
て
い
る
（U

lp.
（27 ad ed.
）D. 46, 2, 11 pr.

）。
本
法
文
は
、
一
見
す
る
と
デ
レ
ガ
チ
オ
に
つ
い
て
の
一
般
的
定
義
で
あ
る
か
の
ご
と
く
作
用
し
て
い
る
た

め
、
デ
レ
ガ
チ
オ
の
法
的
性
質
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
学
説
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
法
文
の
解
釈
に
つ
い
て
と
く
に
学
説
上
対
立
の
激
し
い
箇
所
は
、
最
後
のjusserit

の
主
語
が
誰
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
指
図
人
（D

elegant

）、
被
指
図
人
（D
elegat

）、
受
取
人
（D

elegatar

）
の
三
者
関
係
を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
）
15
（

う
。
す
な
わ
ち
、
指
図
人
は
彼
の
債
権
者
（creditor

）
で
あ
る
受
取
人
に
、
他
の
債
務
者
（alius reus

）
で
あ
る
被
指
図
人
を
与

え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
一
九
世
紀
に
至
る
ま
で
、
デ
レ
ガ
チ
オ
が
当
事
者
の
既
存
債
務
を
前
提
と
し
て
お
り
、
更
改
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
は
、

中
世
に
お
い
て
ロ
ー
マ
の
よ
う
な
大
規
模
か
つ
組
織
化
さ
れ
た
銀
行
取
引
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
経
済
状
況
に
加
え
）
16
（

て
、
本
章

題
な
ら
び
に
本
法
文
の
存
在
が
大
き
い
。

　
以
下
で
は
、
現
代
の
ド
イ
ツ
指
図
理
論
の
端
緒
と
し
て
後
代
で
も
引
用
の
あ
）
17
（

る
一
六
世
紀
の
デ
レ
ガ
チ
オ
に
関
す
る
代
表
的
学
説
を
見

て
ゆ
こ
う
。

㈡
　
一
六
世
紀
の
デ
レ
ガ
チ
オ
に
関
す
る
学
説

　
一
六
世
紀
の
学
説
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
を
当
事
者
が
交
替
す
る
更
改
で
あ
る
と
考
え
、
資
金
関
係
に
お
い
て
も
対
価
関
係
に
お
い
て
も
既

存
債
務
を
必
要
と
す
る
。

　
ミ
ュ
ン
シ
ン
ゲ
ル
ス
（Joachim

us M
ynsingerus

）
は
、
更
改
の
説
明
の
な
か
で
、「
デ
レ
ガ
チ
オ
と
は
何
か
？
（D

elegatio quod?

）」

と
い
う
表
題
の
も
と
、
デ
レ
ガ
チ
オ
が
、
資
金
関
係
上
の
被
指
図
人
の
指
図
人
に
対
す
る
関
係
で
も
、
対
価
関
係
上
の
指
図
人
の
受
取
人



ローマ法由来の指図（delegatio）のドイツ法への継受

75

に
対
す
る
関
係
で
も
、
既
存
の
債
務
関
係
を
必
要
と
す
る
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
、
あ
る
者
（
指
図
人
）
が
彼
の
債

務
者
を
彼
の
債
権
者
（
受
取
人
）
に
指
図
し
て
、
こ
の
債
務
者
（
被
指
図
人
）
が
問
答
契
約
（stipulatio

）
を
通
し
て
債
権
者
に
債
務
を
約

束
す
る
と
き
に
存
在
す
る
と
い
う
。

　
文
脈
か
ら
見
れ
ば
、
ミ
ュ
ン
シ
ン
ゲ
ル
ス
は
デ
レ
ガ
チ
オ
を
更
改
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
二
当
事
者

間
で
な
さ
れ
る
更
改
で
は
な
く
、
当
事
者
が
交
替
す
る
更
改
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
初
の
要
求
を
指
図
人
の
委
任
（m

andatum

）
で
あ

る
と
し
、
そ
の
後
に
な
さ
れ
る
債
務
者
の
約
束
は
問
答
契
約
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
と
い
）
18
（
う
。

　
ホ
ト
マ
ヌ
ス
（Franciscus H

otom
anus

）
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
を
更
改
（novatio

）
の
一
種
で
あ
る
と
明
言
す
る
。
そ
し
て
、
デ
レ
ガ
チ

オ
が
生
じ
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
資
金
関
係
上
の
被
指
図
人
の
指
図
人
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
も
、
対
価
関
係
上
の
指
図
人
の
受
取

人
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
も
、
既
存
債
務
を
必
要
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
更
改
は
人
が
交
替
す
る
場
合
で
も
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
目
的
で
用
い
ら
れ
る
の
が
デ
レ
ガ
チ
オ
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
債
務
者
と
債
権
者
と
が
同
時
に
交
替
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
債
務
者
の
更
改
と
同
時
に
債
権
者
の
更
改
で
も
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
あ
た
か
も
、

債
権
者
が
債
務
者
に
委
任
し
、
第
三
者
（Titius
）
に
約
束
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
る
場
合
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
こ
か
ら
は

支
払
の
効
果
は
生
じ
な
い
。
こ
の
場
合
は
更
改
で
は
な
い
か
ら
で
あ
）
19
（
る
。

　
こ
の
よ
う
に
一
六
世
紀
の
学
）
20
（
説
は
、
指
図
人
が
被
指
図
人
の
債
権
者
で
あ
り
、
同
時
に
受
取
人
の
債
務
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
。
そ
し
て
、
被
指
図
人
が
受
取
人
に
、
問
答
契
約
を
通
し
て
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
債
務
者
の
交
替
と
債
権
者
の
交
替
と
い

う
二
重
の
更
改
が
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
か
ら
、
近
世
初
頭
に
お
い
て
「
指
図
は
つ
ね
に
更
改
を
と
も
な
う
（In delegatione 

sem
per inest novatio

）」
と
い
う
、
ロ
ー
マ
の
法
学
者
が
想
定
し
て
お
ら
ず
、
一
九
世
紀
に
至
る
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
指
図
学
説
を
支
配
し

た
規
範
が
打
ち
立
て
ら
れ
）
21
（
た
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
学
説
も
、
デ
レ
ガ
チ
オ
を
完
全
に
更
改
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、



法学政治学論究　第96号（2013.3）

76

こ
こ
で
の
更
改
（novatio

）
と
は
、
被
指
図
人
の
指
図
人
に
対
す
る
債
務
と
、
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
債
務
と
が
消
滅
す
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
先
の
規
範
は
、
更
改
の
要
件
で
は
な
く
効
果
に
関
し
て
の
み
デ
レ
ガ
チ
オ
を
同
列
に
扱
っ
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
と
り
わ
け
更
改
意
思
（anim

us novandi

）
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
の
要
件
と
は
な
っ
て

）
23
）（
22
（い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
指
図
は
つ
ね
に

更
改
を
と
も
な
う
」
と
い
う
規
範
は
、
古
来
承
認
さ
れ
て
き
た
「
デ
レ
ガ
チ
オ
は
支
払
で
あ
る
（solvit, qui reum

 dele

）
24
（gat

）」
と
い
う

規
）
25
（

範
と
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
こ
の
解
釈
を
原
因
と
し
て
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
誕
生
・
発
展
し
た
指
図
的
制
度
に
つ
い
て

見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

㈢
　
デ
レ
ガ
チ
オ
（delegatio

）
と
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
（assignatio

）

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
指
図
法
を
考
察
す
る
う
え
で
、
デ
レ
ガ
チ
オ
と
双
璧
を
な
す
極
め
て
重
要
な
概
念
が
あ
る
。
そ
れ
が
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
で 

あ
る
。

　
デ
レ
ガ
チ
オ
が
ロ
ー
マ
法
に
淵
源
を
有
す
る
の
に
対
し
、
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
は
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方

の
都
市
の
商
慣
習
と
し
て
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
概
念
で
あ
る
と
い
）
26
（
う
。
な
ぜ
、
同
じ
く
「
指
図
」
と
称
さ
れ
る
取
引
に
つ
き
、
二

つ
の
起
源
の
異
な
る
概
念
が
登
場
し
た
の
か
。
そ
れ
は
実
務
上
の
要
請
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
デ
レ
ガ
チ
オ
が
更
改
（
免
責
）
の
効
力

を
と
も
な
う
と
い
う
上
述
の
伝
統
的
な
規
範
は
、
必
然
的
に
旧
債
務
者
の
債
務
の
免
責
と
い
う
結
論
を
導
い
た
た
め
、
当
時
の
実
務
家
に

と
っ
て
は
不
便
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
現
金
輸
送
に
か
か
る
危
険
や
費
用
な
ど
の
事
情
と
相
俟
っ
て
、
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
考
え
出
さ
れ
た

の
が
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
で

）
28
）（
27
（

あ
る
。
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
は
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
は
い
か
な
る
債
務
負
担
の
効
果
も
弁
済
的
効
果
も
な
く
、
少
な
く

と
も
一
五
八
二
年
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
慣
習
）
29
（

法
に
は
「
債
務
者
は
支
払
ま
で
義
務
を
負
い
続
け
る
…
…
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
（bew

ijsinghe

）
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は
支
払
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
っ
た
と
い
）
30
（
う
。

　
そ
の
後
、
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
は
、
一
七
・
八
世
紀
以
降
ド
イ
ツ
で
支
配
的
と
な
り
、
ド
イ
ツ
民
法
典
の
な
か
で
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
の
重

要
な
理
論
的
基
礎
と
な
っ
）
31
（
た
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
が
、
指
図
（délégation

）（
以
下
、「
デ
レ
ガ
シ
オ
ン
」）
の
理
論

的
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
は
、
ポ
チ
エ
（Robert-Joseph Pothier

）
が
割
り
あ
て
た
非
常
に
制
限
さ
れ
た
役
割

を
法
典
の
な
）
32
（

か
に
有
す
る
の
み
で
あ

）
34
）（
33
（

っ
た
。
両
者
は
、
現
在
の
ド
イ
ツ
法
で
は
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
35
（

が
、
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
誕

生
以
後
、
長
き
に
亘
っ
て
峻
別
さ
れ
て
い
た
。

　
た
と
え
ば
、
一
七
世
紀
の
法
学
者
で
あ
る
グ
ロ
チ
ウ
ス
（H

ugo G
rotius

）
は
、
オ
ラ
ン
ダ
法
の
紹
介
の
な
か
で
、oversetting

（
デ
レ

ガ
チ
オ
）
とaenw

iizing

（
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
、
現
代
的
綴
り
で
はaanw

ijzing

）
を
明
確
に
対
立
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
、

あ
る
債
務
者
が
、
同
意
し
た
他
の
債
務
者
と
交
替
し
、
解
放
さ
れ
る
場
合
を
指
し
、
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
は
、
あ
る
債
務
者
が
、
彼
の
債
務
者

に
自
己
の
た
め
に
支
払
う
よ
う
要
求
す
る
場
合
に
な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
が
な
さ
れ
た
だ
け
で
は
デ
レ
ガ
チ
オ
は
生

じ
な
い
と
い
う
の
で
あ
）
36
（
る
。

　
こ
の
叙
述
の
当
否
は
別
稿
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
両
概
念
が
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
の
誕
生
か
ら
デ
レ
ガ
チ
オ
と
の
連
続
性
が
認
識
さ
れ
る
ま
で
、
両
者
は
学
説
上
別
個
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
）
37
（
る
。

　
以
下
で
は
、
現
代
の
ド
イ
ツ
指
図
理
論
に
直
接
的
な
つ
な
が
り
を
有
す
る
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
普
通
法
学
説
を
概
観
す
る
。
一
九
世
紀

は
、
時
代
的
制
約
の
も
と
で
通
用
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
た
ロ
ー
マ
法
の
指
図
理
論
が
、
法
解
釈
学
へ
の
奉
仕
か
ら
解
放
さ
れ
、
ロ
ー

マ
法
の
真
の
指
図
理
論
を
究
明
す
る
ロ
ー
マ
法
学
へ
と
向
か
う
学
説
上
の
姿
勢
が
示
さ
れ
る
時
代
だ
か
ら
で
あ
る
。
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三
　
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
ド
イ
ツ
普
通
法
学
説

㈠
　
ケ
ラ
ー
（Friedrich Ludw

ig Keller

）
の
少
数
説

　
ケ
ラ
ー
（Friedrich Ludw

ig Keller

）
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
に
は
資
金
関
係
上
の
被
指
図
人
の
指
図
人
に
対
す
る
債
務
関
係
が
必
要
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
債
権
者
（creditor

）
が
彼
の
債
務
者
（debitor

）
を
紹
介
し
、
更
改
行
為
を
通
じ
て
、
以

後
は
受
取
人
が
債
権
者
に
な
る
べ
き
行
為
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ケ
ラ
ー
は
デ
レ
ガ
チ
オ
を
債
権
者
の
交
替
に
よ
る
更

改
で
あ
る
と
解
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
通
常
、
指
図
人
も
受
取
人
に
何
ら
か
の
義
務
を
負
っ
て
お
り
、
自
己
の
債
務
者
の
デ
レ
ガ
チ
オ
を
通
し
て
受
取
人
に
満
足
を
与
え
よ
う

と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
必
然
で
は
な
い
。
指
図
人
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
者
（
受
取
人
）
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
贈
与
す
る
た

め
に
、
指
図
人
の
債
務
者
（
被
指
図
人
）
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ケ
ラ
ー
に
と
っ
て
、
前
章
で
確
認
し
た
法
文
（D. 46, 

2, 11, pr.

）
の
定
義
は
、
通
常
の
場
合
に
は
合
致
す
る
が
、
必
ず
し
も
明
確
で
過
不
足
の
な
い
も
の
で
は
な
い
。

　
彼
に
よ
れ
ば
、
デ
レ
ガ
チ
オ
の
真
の
概
念
は
勅
法
彙
纂
四
巻
一
〇
章
二
法
文
（
二
六
〇
年
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
（C.4, 10, 2

（Valer./G
allien. a.260)

）。
こ
の
法
文
で
は
、
妻
が
夫
に
、
婚
資
と
し
て
、
妻
が
第
三
者
に
有
し
て
い
る
債
権
が
与
え
ら
れ
る
場
合
を
規

定
し
て
お
り
、
先
行
す
る
デ
レ
ガ
チ
オ
も
争
点
決
定
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
夫
が
訴
権
を
有
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
）
38
（

る
。
ケ
ラ
ー
は
、

本
法
文
か
ら
デ
レ
ガ
チ
オ
が
対
価
関
係
に
お
い
て
既
存
債
務
を
前
提
と
し
て
い
な
い
と
結
論
し
て
い
る
よ
う
で
あ
）
39
（
る
。

　
ケ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
対
価
関
係
上
に
既
存
債
務
が
あ
る
通
常
の
場
合
は
、
指
図
人
の
デ
レ
ガ
チ
オ
に
、
被
指
図
人
の
除
約

（Exprom
i

）
40
（

ssio

）
が
結
合
し
て
お
り
、
そ
の
効
果
に
よ
っ
て
対
価
関
係
上
の
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
と
い
う
。
デ
レ
ガ
チ
オ
の
成
立
な
ら
び
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に
実
行
の
た
め
に
は
、
被
指
図
人
は
受
取
人
に
対
し
問
答
契
約
に
よ
っ
て
、
指
図
人
に
対
し
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
を
義
務
付
け

ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
実
行
さ
れ
た
デ
レ
ガ
チ
オ
は
、
法
の
力
に
よ
っ
て
、
被
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
義
務
と
指
図
人
の
免
責
と
を

同
時
に
生
じ
さ
せ
る
と
い
）
41
（
う
。

㈡
　
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
通
説
的
見
解

　
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
通
説
的
見
）
42
（
解
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
が
生
じ
る
た
め
に
は
、
被
指
図
人
が
指
図
人
の
債
務
者
で
あ
る
か
、
指
図
人
が

受
取
人
の
債
務
者
で
あ
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
し
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
テ
ィ
ボ
ー
（Anton Friedrich Justus Thibaut

）
は
、
ロ
ー
マ
法
に
つ
い
て
の
基
本
書
の
な
か
で
、
更
改
が
当
事
者
を
変
更

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
う
る
と
し
て
、
除
約
と
デ
レ
ガ
チ
オ
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
デ
レ
ガ
チ
オ
は
、
最
初
の
債
務

者
（
指
図
人
）
が
他
者
（
被
指
図
人
）
を
、
他
者
と
債
権
者
の
承
諾
を
得
て
、
自
己
の
代
わ
り
に
据
え
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
旧
債
権
者

（
指
図
人
）
が
新
債
権
者
（
受
取
人
）
を
、
債
務
者
の
承
諾
を
得
て
、
自
己
の
代
わ
り
に
据
え
る
場
合
に
存
在
す
る
と
い
う
。
テ
ィ
ボ
ー
は
、

デ
レ
ガ
チ
オ
が
対
価
関
係
上
の
既
存
債
務
を
必
要
と
す
る
こ
と
の
例
と
し
て
、
先
の
学
説
彙
纂
四
六
巻
二
章
一
一
法
文
を
挙
げ
る
。
ま
た
、

資
金
関
係
上
の
既
存
債
務
が
必
要
と
さ
れ
る
例
と
し
て
、
ケ
ラ
ー
も
言
及
し
て
い
た
勅
法
彙
纂
四
巻
一
〇
章
二
法
文
を
挙
げ
て
い
）
43
（
る
。

　
ホ
フ
マ
ン
（Em

ile H
offm

ann

）
に
よ
る
と
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
、
資
金
関
係
上
ま
た
は
対
価
関
係
上
の
既
存
債
務
、
あ
る
い
は
そ
の
双

方
を
消
滅
さ
せ
る
た
め
に
指
図
さ
れ
た
両
当
事
者
（
被
指
図
人
と
受
取
人
）
の
間
で
な
さ
れ
る
債
務
負
担
が
そ
の
本
質
で
あ
る
と
い
）
44
（
う
。

こ
こ
で
ホ
フ
マ
ン
は
、
指
図
人
が
両
当
事
者
に
対
し
て
な
す
二
重
委
任
（doppelte Auftrag

）
に
言
及
し
て
い
る
。
ホ
フ
マ
ン
に
と
っ
て
、

デ
レ
ガ
チ
オ
は
更
改
の
特
殊
な
場
合
で
あ
る
が
、
受
取
人
が
指
図
人
の
債
権
者
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
被
指
図
人
が
指
図
人
の
債
務
者
で

あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ホ
フ
マ
ン
も
テ
ィ
ボ
ー
と
同
様
、
被
指
図
人
が
指
図
人
の
債
務
者
で
あ
る
か
、
あ
る

い
は
受
取
人
が
指
図
人
の
債
権
者
で
あ
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
被
指
図
人
が
指
図
人
に
、
指
図
人
が
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受
取
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
与
を
な
し
た
り
、
既
存
債
務
を
負
っ
て
い
る
が
そ
の
支
払
の
た
め
で
は
な
く
贈
与
し
た
り
す
る
な
ど
の
二
重
贈

与
の
場
合
は
デ
レ
ガ
チ
オ
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
更
改
と
同
一
の
章
で
論
じ
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
と
い
）
45
（
う
。

㈢
　
マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
（Franz W

ilhelm
 Ludw

ig von M
eyerfeld

）
の
見
解

　
こ
れ
ら
の
諸
説
と
は
対
照
的
に
、
ロ
ー
マ
法
文
の
詳
細
な
検
討
を
通
じ
て
、
デ
レ
ガ
チ
オ
が
既
存
債
務
か
ら
独
立
し
う
る
と
い
う
見
解

を
打
ち
立
て
た
の
が
マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
（Franz W

ilhelm
 Ludw

ig von M
eyerfeld

）
で
あ
）
46
（

る
。

　
彼
は
ま
ず
、
デ
レ
ガ
チ
オ
と
は
二
つ
の
委
任
（m
andatum

）
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
指
図
人
に
よ
っ
て
他
者
（
受
取
人
）

は
、
第
三
者
（
被
指
図
人
）
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
約
束
を
さ
れ
う
る
と
委
任
さ
れ
る
。
く
わ
え
て
、
指
図
人
は
被
指
図
人
に
、
受
取
人
に

対
し
て
約
束
す
る
よ
う
委
任
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
後
述
す
る
狭
義
の
デ
レ
ガ
チ
オ
の
説
）
47
（

明
）。
さ
ら
に
、「
委
任
す
る
（m

andare

）」
と

い
う
言
葉
の
代
わ
り
に
、「
命
令
す
る
（jubere
）」
と
い
う
言
葉
も
存
在
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
「
委
任
（m

andatum

）」
と
「
命
令

（jus

）
48
（sus

）」
と
の
差
異
は
、
た
ん
に
人
間
関
係
の
問
題
で
あ
る
と
い
）
49
（

う
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
は
デ
レ
ガ
チ
オ
を
広

狭
に
分
類
す
る
。

　
第
一
に
、
被
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
約
束
（prom

issio
）
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
デ
レ
ガ
チ
オ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
こ
れ
を
「
狭

義
の
デ
レ
ガ
チ
オ
」
と
呼
び
、「
約
束
お
よ
び
問
答
契
約
の
委
任
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
。
被
指
図
人
が
受
取
人
に
債
務

負
担
す
る
デ
レ
ガ
チ
オ
で
あ
）
50
（
る
。

　
第
二
に
、
上
述
の
狭
義
の
デ
レ
ガ
チ
オ
と
し
て
の
委
任
と
な
ら
ん
で
、「
与
え
る
委
任
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
支
払
な
い
し

は
引
渡
し
（num

erare vel tradere

）
に
向
け
ら
れ
た
デ
レ
ガ
チ
オ
で
あ
り
、
彼
は
「
広
義
の
デ
レ
ガ
チ
オ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
広
義
の
デ

レ
ガ
チ
オ
は
、
被
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
約
束
も
問
答
契
約
も
必
要
と
し
な
い
た
め
、
更
改
と
関
係
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
）
51
（

い
。
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マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
は
、
こ
の
広
狭
二
種
と
も
に
デ
レ
ガ
チ
オ
と
呼
ば
れ
る
と
い
）
52
（
う
。
つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
デ
レ
ガ
チ
オ
と
既
存

債
務
の
存
否
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
ゆ
こ
う
。

1
　
狭
義
の
デ
レ
ガ
チ
オ

　
狭
義
の
デ
レ
ガ
チ
オ
と
は
、
被
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
約
束
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
デ
レ
ガ
チ
オ
で
あ
る
。
マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
は
、

ロ
ー
マ
法
文
を
随
所
に
引
用
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
こ
れ
を
い
く
つ
か
の
類
型
に
細
分
類
し
て
い
る
。

　
①
二
つ
の
既
存
債
務
関
係
の
代
わ
り
に
、
被
指
図
人
と
受
取
人
と
の
間
に
一
つ
の
新
た
な
債
務
関
係
が
生
じ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は

最
狭
義
に
お
け
る
デ
レ
ガ
チ
オ
で
あ
る
。

　
②
一
つ
の
既
存
債
務
関
係
の
み
を
解
消
さ
せ
る
場
合
で
あ
る
。
第
一
に
、
資
金
関
係
に
お
い
て
、
被
指
図
人
が
弁
済
目
的
（solvendi 

causa

）
を
果
た
す
と
き
、
対
価
関
係
に
お
い
て
は
、
与
信
目
的
（credendi causa

）
ま
た
は
贈
与
目
的
（donandi causa

）
が
存
在
し
う

る
。
第
二
に
、
対
価
関
係
上
の
既
存
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
と
）
53
（
き
、
資
金
関
係
に
は
与
信
目
的
ま
た
は
贈
与
目
的
が
存
在
し
て
い
る
。

　
③
以
上
は
更
改
が
生
じ
る
場
合
で
あ
る
が
、
狭
義
の
デ
レ
ガ
チ
オ
は
、
原
因
関
係
上
の
既
存
債
務
が
な
く
て
も
存
在
し
う
る
。
一
方
で

は
、
指
図
人
が
受
取
人
に
与
信
し
、
被
指
図
人
が
指
図
人
に
与
信
ま
た
は
贈
与
を
す
る
場
合
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
指
図
人
が
受
取
人
に

贈
与
し
、
被
指
図
人
が
指
図
人
に
与
信
ま
た
は
贈
与
を
な
す
場
合
で
あ
）
54
（

る
。

2
　
広
義
の
デ
レ
ガ
チ
オ

　
広
義
の
デ
レ
ガ
チ
オ
と
は
、
支
払
な
い
し
は
引
渡
し
の
た
め
の
デ
レ
ガ
チ
オ
で
あ
る
。
マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
は
、
ロ
ー
マ
法
文
を
随
所

で
引
用
し
つ
）
55
（

つ
、
こ
れ
も
い
く
つ
か
の
類
型
に
細
分
類
し
て
い
る
。

　
①
被
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
支
払
に
よ
っ
て
、
資
金
関
係
お
よ
び
対
価
関
係
上
の
二
つ
の
債
務
関
係
が
消
滅
す
る
場
合
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
学
説
彙
纂
四
六
巻
三
章
六
四
法
文
（
パ
ウ
ル
ス
　
プ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
註
解
第
一
四
巻
）（Paul.

（14 ad plaut.

）D. 46, 3, 6

）
56
（4.

）
な
ど
が

例
示
さ
れ
て
い
る
。
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②
被
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
支
払
に
よ
っ
て
、
資
金
関
係
お
よ
び
対
価
関
係
上
の
二
つ
の
贈
与
が
な
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

　
③
さ
ら
に
、
以
下
の
よ
う
な
場
合
が
あ
り
う
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
被
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
支
払
に
よ
っ
て
、
第
一
に
、
指

図
人
が
受
取
人
に
弁
済
す
る
一
方
で
、
被
指
図
人
が
指
図
人
に
贈
与
や
与
信
す
る
場
合
、
第
二
に
、
指
図
人
が
受
取
人
に
贈
与
す
る
一
方

で
、
被
指
図
人
が
指
図
人
に
弁
済
や
与
信
す
る
場
合
、
第
三
に
、
指
図
人
が
受
取
人
に
与
信
す
る
一
方
で
、
被
指
図
人
が
指
図
人
に
弁
済

や
与
信
、
贈
与
す
る
場
合
で
あ
）
57
（

る
。

㈣
　
小
　
括

　
以
上
、
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
ド
イ
ツ
普
通
法
学
説
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
デ
レ
ガ
チ
オ
が
資
金
関
係
上
お
よ
び
対
価
関
係
上
の

二
つ
の
債
務
関
係
を
前
提
と
す
る
と
い
う
見
方
は
、
一
九
世
紀
に
は
も
は
や
採
ら
れ
て
い
な
い
。

　
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
普
通
法
学
説
に
お
い
て
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
、
か
な
ら
ず
し
も
二
つ
の
既
存
債
務
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
い

と
の
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
。
資
金
関
係
に
お
け
る
既
存
債
務
を
必
要
と
す
る
学
説
も
あ
る
が
、
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
通
説
的
見
解
は
、

資
金
関
係
か
対
価
関
係
の
い
ず
れ
か
一
方
に
お
い
て
既
存
債
務
を
必
要
と
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
学
説
は
あ
く
ま
で
被
指
図

人
の
受
取
人
に
対
す
る
債
務
負
担
を
前
提
に
、
デ
レ
ガ
チ
オ
を
更
改
の
一
種
と
捉
え
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
デ
レ
ガ
チ
オ
の
現
代
的
理
論
へ
の
起
端
と
な
っ
た
の
が
マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
で
あ
る
。
マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
の
功
績
は

つ
ぎ
の
二
点
に
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
レ
ガ
チ
オ
の
法
的
性
質
を
委
任
と
解
し
、
被
指
図
人
が
受
取
人
に
対
し
て
債
務
を
負
担
し

な
い
デ
レ
ガ
チ
オ
の
存
在
を
認
め
た
こ
と
、
そ
し
て
、
デ
レ
ガ
チ
オ
が
そ
の
原
因
関
係
に
お
い
て
既
存
債
務
を
ま
っ
た
く
前
提
と
し
て
い

な
い
場
合
を
見
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
の
著
作
以
降
、
デ
レ
ガ
チ
オ
の
既
存
債
務
か
ら
の
独
立
性
を
唱
え
る
学
説
が

あ
ら
わ
れ
、
徐
々
に
通
説
が
変
化
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
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四
　
一
九
世
紀
中
葉
以
降
の
ド
イ
ツ
普
通
法
学
説

㈠
　
ウ
ン
タ
ー
ホ
ル
ツ
ナ
ー
（Karl August D

om
inikus U

nterholzner

）

　
ウ
ン
タ
ー
ホ
ル
ツ
ナ
ー
（Karl August D

om
inikus U

nterholzner

）
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
が
原
因
関
係
上
の
既
存
債
務
な
く
生
じ
う
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
）
58
（

た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
通
常
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
債
権
者
に
対
し
て
債
務
者
の
交
替
と
し
て
生
じ
る
が
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
、

あ
る
者
が
何
ら
か
の
債
権
を
は
じ
め
て
取
得
す
る
と
き
に
も
ま
た
生
じ
う
る
の
で
あ
っ
て
、
債
務
者
の
交
替
が
必
須
な
の
で
は
な
い
。
つ

ま
り
、
受
取
人
が
指
図
人
に
対
し
て
債
権
を
有
し
て
い
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
彼
は
そ
の
根
拠
づ
け
と
し
て
、
学
説
彙
纂
四
二
巻
一
章
四
一
法
文
序
項
（
パ
ウ
ル
ス
　
質
疑
録
第
一
四
巻
）
を
挙
げ
て
い
）
59
（

る
。
彼
は
こ
の

法
文
か
ら
、
デ
レ
ガ
チ
オ
が
資
金
関
係
に
お
い
て
も
対
価
関
係
に
お
い
て
も
既
存
債
務
を
前
提
と
し
て
い
な
い
こ
と
を
導
き
出
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
法
文
の
第
一
文
は
、
資
金
関
係
上
、
指
図
人
（ego

）
が
被
指
図
人
（tu

）
に
贈
与
目
的
の
た
め
に
指
図
す
る

こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
法
文
の
第
二
文
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
に
よ
っ
て
対
価
関
係
上
、
債
務
者
で
は
な
い
者
に
も
指
図
さ
れ
う

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
）
60
（

る
。
こ
こ
で
ウ
ン
タ
ー
ホ
ル
ツ
ナ
ー
が
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
は
、
被
指
図
人
が
受
取
人
に
義
務
付
け
ら
れ

る
デ
レ
ガ
チ
オ
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

㈡
　
テ
ー
ル
（H

einrich Thöl

）

　
テ
ー
ル
は
（H

einrich Thöl

）、
デ
レ
ガ
チ
オ
に
よ
っ
て
、
あ
る
者
（
指
図
人
）
が
他
者
（
被
指
図
人
）
に
、
第
三
者
あ
る
い
は
そ
の
代
わ

り
の
者
（
受
取
人
）
に
対
し
て
約
束
を
な
す
よ
う
委
任
（Auftrag

）
し
、
多
く
の
場
合
、
指
図
人
が
受
取
人
に
こ
の
約
束
を
引
き
受
け
る
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よ
う
委
任
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
既
存
の
債
務
関
係
は
デ
レ
ガ
チ
オ
の
要
素
で
は
な
く
、
デ
レ
ガ
チ
オ
に
よ
っ
て
新
債
務
者
が
旧
債
務

者
と
交
替
す
る
、
あ
る
い
は
新
債
権
者
が
旧
債
権
者
と
交
替
す
る
関
係
と
見
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
と
い
）
61
（

う
。
テ
ー
ル
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ

が
生
じ
る
場
合
を
以
下
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

　
①
指
図
人
が
受
取
人
の
債
務
者
で
あ
り
、
デ
レ
ガ
チ
オ
に
よ
っ
て
新
債
務
者
が
旧
債
務
者
と
交
替
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
が
デ
レ
ガ

チ
オ
の
主
要
形
式
で
あ
る
と
い
う
。
一
例
と
し
て
、
第
二
章
で
確
認
し
た
、
学
説
彙
纂
四
六
巻
二
章
一
一
法
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
②
指
図
人
が
被
指
図
人
の
債
権
者
で
あ
り
、
デ
レ
ガ
チ
オ
に
よ
っ
て
新
債
権
者
と
交
替
す
る
場
合
で
あ
る
。
学
説
彙
纂
四
六
巻
二
章
一

七
法
文
（
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
　
告
示
註
解
第
八
）
62
（

巻
）
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
③
指
図
人
が
受
取
人
の
債
務
者
で
あ
り
、
か
つ
被
指
図
人
の
債
権
者
で
あ
り
、
新
債
務
者
が
旧
債
務
者
と
交
替
し
、
か
つ
、
新
債
権
者

が
旧
債
権
者
と
交
替
す
る
場
合
で
あ
る
。
学
説
彙
纂
二
一
巻
二
章
六
八
法
文
一
項
（
パ
ピ
ニ
ア
ヌ
ス
　
解
答
録
第
一
一
）
63
（

巻
）
な
ど
が
例
示
さ

れ
て
い
る
。

　
④
さ
ら
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
に
も
デ
レ
ガ
チ
オ
が
生
じ
る
。
第
一
に
、
指
図
人
が
受
取
人
の
債
務
者
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、
受

取
人
に
贈
与
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
婚
資
を
与
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
貸
借
を
与
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
あ
る
い
は
受
取
人
を
指
図
人
の

手
足
と
し
て
自
己
の
目
的
に
用
い
る
と
き
、
第
二
に
、
指
図
人
が
被
指
図
人
の
債
権
者
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、
受
贈
者
で
あ
る
と
き
、

貸
借
の
借
主
で
あ
る
と
き
、
第
三
に
、
指
図
人
が
受
取
人
の
債
務
者
で
も
な
け
れ
ば
被
指
図
人
の
債
権
者
で
も
な
く
、
た
と
え
ば
、
被
指

図
人
は
指
図
人
に
、
指
図
人
は
受
取
人
に
贈
与
し
よ
う
と
す
る
と
き
で
あ
る
。
テ
ー
ル
は
そ
の
証
拠
と
し
て
、
ウ
ン
タ
ー
ホ
ル
ツ
ナ
ー
が

挙
げ
て
い
た
学
説
彙
纂
四
二
巻
一
章
四
一
法
文
序
項
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
文
を
引
用
し
て

）
65
）（
64
（

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
テ
ー
ル
は
デ
レ
ガ
チ
オ
か
ら
原
因
関
係
上
の
既
存
債
務
を
独
立
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
デ
レ
ガ
チ
オ
は
、
指
図
人
と
被
指
図
人
と
の
間
の
約
束
を
す
る
た
め
の
委
任
、
指
図
人
と
受
取
人
と
の
間
の
約
束
を
受
け
さ
せ
る

委
任
、
被
指
図
人
と
受
取
人
と
の
間
の
約
束
と
い
う
関
係
三
者
の
同
意
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
）
66
（

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
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テ
ー
ル
は
、
ウ
ン
タ
ー
ホ
ル
ツ
ナ
ー
と
同
様
に
被
指
図
人
が
受
取
人
に
債
務
負
担
す
る
場
合
の
み
を
デ
レ
ガ
チ
オ
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

㈢
　
フ
ァ
ン
ゲ
ロ
ウ
（Karl Adolph von Vangerow

）

　
フ
ァ
ン
ゲ
ロ
ウ
（Karl Adolph von Vangerow

）
も
ま
た
、
デ
レ
ガ
チ
オ
が
二
つ
の
原
因
関
係
上
い
か
な
る
債
務
も
前
提
と
し
て
い
な

い
と
い
う
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
真
な
る
意
味
の
デ
レ
ガ
チ
オ
と
は
、
あ
る
者
が
他
者
に
、
第
三
者
に
対
し
て
給
付
を

な
す
委
任
（Auftrag

）
を
与
え
る
デ
レ
ガ
チ
オ
で
あ
る
と
い
う
。
デ
レ
ガ
チ
オ
に
関
係
す
る
三
当
事
者
は
、
委
任
者
（
指
図
人
）、
給
付
を

な
す
者
（
被
指
図
人
）、
給
付
を
受
け
る
者
（
受
取
人
）
で
あ
る
。
委
任
さ
れ
る
給
付
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
り
、
被
指
図
人
が
受
取
人
に

対
し
て
、
与
え
る
こ
と
、
支
払
う
こ
と
を
委
任
さ
れ
た
場
合
は
支
払
指
図
（Zahlungsanw

eisung

）
が
、
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
約
束

す
る
こ
と
を
委
任
さ
れ
た
場
合
は
信
用
指
図
（Kreditanw

eisung

）
が
存
す
）
67
（

る
。

　
支
払
指
図
の
場
合
は
、
被
指
図
人
の
指
図
人
に
対
す
る
債
務
、
ま
た
は
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
場
合
で
も
更

改
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。
新
債
務
が
発
生
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
被
指
図
人
と
受
取
人
と
の
間
に
い
か
な
る
法
律
関
係
も
創
設

さ
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
指
図
人
と
被
指
図
人
、
ま
た
は
指
図
人
と
受
取
人
の
個
別
の
法
律
関
係
は
デ
レ
ガ
チ
オ
に
い
か
な
る
影
響
も
与

え
な
い
と
い
う
。

　
信
用
指
図
の
場
合
も
、
被
指
図
人
と
指
図
人
と
の
間
の
、
そ
し
て
指
図
人
と
受
取
人
と
の
間
の
債
務
関
係
が
存
在
す
る
場
合
に
、
デ
レ

ガ
チ
オ
を
通
じ
て
両
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
二
つ
の
債
務
関
係
は
デ
レ
ガ
チ
オ
に
と
っ
て
不
可
欠
で
は
な
い
。

フ
ァ
ン
ゲ
ロ
ウ
は
、
テ
ー
ル
と
同
様
の
法
文
を
挙
げ
つ
つ
、
被
指
図
人
が
指
図
人
へ
贈
与
ま
た
は
与
信
を
な
す
た
め
に
指
図
さ
れ
う
る
し
、

指
図
人
が
受
取
人
の
債
務
者
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
与
信
や
贈
与
を
な
し
う
る
場
合
に
つ
い
て
言
及
す
）
68
（
る
。
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㈣
　
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
（Bernhard W

indscheid

）

　
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
（Bernhard W

indscheid

）
も
、
こ
れ
ら
の
見
解
と
同
様
に
、
デ
レ
ガ
チ
）
69
（

オ
が
原
因
関
係
上
い
か
な
る
債
務
関
係

も
必
要
と
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
彼
に
よ
る
と
、
デ
レ
ガ
チ
オ
の
目
的
は
既
存
債
務
の
消
滅
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
た
と
え
ば
、
贈
与
、
婚
資
の
持
参
な
ど
、

他
の
目
的
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
被
指
図
人
が
指
図
人
の
債
務
者
で
あ
る
か
ど
う
か
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
ヴ
ィ
ン
ト

シ
ャ
イ
ト
は
そ
の
証
拠
と
し
て
、
す
で
に
触
れ
た
、
学
説
彙
纂
四
六
巻
二
章
一
一
法
文
序
項
（
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
　
告
示
註
解
第
二
七
巻
）
や

学
説
彙
纂
四
二
巻
一
章
四
一
法
文
序
項
（
パ
ウ
ル
ス
　
質
疑
録
第
一
四
巻
）
な
ど
を
挙
げ
て
い
）
70
（
る
。

　
ま
た
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
、
現
在
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
は
命
令
（jussus

）
お
よ
び

デ
レ
ガ
チ
オ
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
）
71
（
う
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
、
現
今
の
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
の
よ
う
な
間
接
的
な
財
産
給
付
の
場
合
も
、

そ
の
用
途
と
し
て
き
わ
め
て
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
学
説
彙
纂
四
六
巻
三
章
五
六
法
文
（
パ
ウ
ル
ス
　
告
示
註
解
第
六
二
）
72
（

巻
）
に
あ
る

よ
う
な
債
務
の
消
滅
の
場
合
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
用
途
、
た
と
え
ば
、
贈
与
、
婚
資
の
持
参
、
貸
付
な
ど
の
用
途
で
お
こ
な
う
こ
と
も

可
能
で
あ
る
と
い
）
73
（
う
。㈤

　
ザ
ル
ピ
ウ
ス
（Botho von Salpius
）
の
影
響

　
上
掲
の
学
説
の
共
通
項
は
、
ロ
ー
マ
法
文
に
お
け
る
デ
レ
ガ
チ
オ
の
使
用
例
か
ら
、
デ
レ
ガ
チ
オ
に
原
因
関
係
上
の
既
存
債
務
を
必
要

と
し
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ウ
ン
タ
ー
ホ
ル
ツ
ナ
ー
と
テ
ー
ル
は
、
被
指
図
人
が
受
取
人

に
債
務
を
負
担
す
る
場
合
の
み
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
に
対
し
、
フ
ァ
ン
ゲ
ロ
ウ
と
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
そ
れ
以
外
の
場
合
を
も
認

め
て
い
る
。
フ
ァ
ン
ゲ
ロ
ウ
と
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
が
か
か
る
見
解
に
至
っ
た
の
は
、
先
駆
的
意
義
を
有
す
る
マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
の
ほ
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か
に
、
ザ
ル
ピ
ウ
ス
（Botho von Salpius

）
の
影
響
が
大
き
）
74
（
い
。
以
下
で
は
、
本
稿
に
必
要
な
範
囲
で
、
ザ
ル
ピ
ウ
ス
の
所
説
を
概
観
し

て
み
よ
）
75
（

う
。

　
ザ
ル
ピ
ウ
ス
は
、
一
八
六
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
論
）
76
（
文
の
な
か
で
、
ロ
ー
マ
法
の
デ
レ
ガ
チ
オ
を
更
改
か
ら
完
全
に
切
り
離
し
た
。
さ
ら

に
彼
は
デ
レ
ガ
チ
オ
を
、
中
世
以
降
発
展
し
て
き
た
概
念
で
あ
る
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
も
包
含
す
る
独
立
の
法
的
範
疇
で
あ
る
と
定
義
す
る
。

す
な
わ
ち
、
デ
レ
ガ
チ
オ
と
更
改
と
は
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
二
つ
の
相
互
に
独
立
し
た
法
的
範
疇
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
広
義
の
デ
レ
ガ
チ

オ
は
、
給
付
が
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
（jussus

）
に
も
と
づ
い
て
任
意
の
性
質
を
生
ぜ
し
め
る
す
べ
て
の
場
合
を
包
摂
す
る
。
そ
し
て
、
狭
義

の
デ
レ
ガ
チ
オ
は
、
信
用
指
図
（Creditanw

eisung

）、
す
な
わ
ち
、
権
利
の
創
設
を
給
付
の
本
旨
と
す
る
特
殊
な
場
合
で
あ
る
と
い
う
の

で
あ
）
77
（
る
。

　
ザ
ル
ピ
ウ
ス
に
よ
る
と
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
い
く
つ
か
の
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、D

elegare alicui aliquid

は
、
あ
る
者
に

何
ら
か
の
も
の
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
日
常
用
語
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。D

elegare aliquem

は
、
給
付
す
る
よ
う
あ
る
者
を
指

図
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
ち
ら
は
専
門
用
語
で
あ
）
78
（
る
。
後
者
の
デ
レ
ガ
チ
オ
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　D
elegare aliquem

は
、
給
付
す
る
よ
う
第
三
者
に
対
し
て
あ
る
者
を
指
図
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
給
付
の
目
的
は
当
事
者
の

任
意
で
あ
る
が
、
主
要
な
適
用
場
面
と
し
て
は
つ
ぎ
の
二
つ
に
区
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
レ
ガ
チ
オ
（Anw

eisung

）
が
、
与
え
る

こ
と
（dare

）
を
目
的
と
し
て
い
る
か
、
約
束
す
る
こ
と
（prom

ittere

）
を
目
的
と
し
て
い
る
か
、
で
あ
る
。

　
前
者
の
主
要
な
場
面
は
、
金
銭
の
支
払
で
あ
り
、
後
者
は
、
通
常
問
答
契
約
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
義
務
の
引
受
で
あ
る
。
支
払
指
図

（Zahlungsanw
eisung

）
に
関
し
て
デ
レ
ガ
チ
オ
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
の
は
前
者
の
主
要
事
例
で
あ
る
と
し
、
学
説
彙
纂
四
六
巻

三
章
九
六
法
文
序
項
（
パ
ピ
ア
ヌ
ス
　
解
答
録
第
一
一
）
79
（
巻
）
な
ど
の
法
文
を
挙
げ
）
80
（
る
。
こ
の
よ
う
に
ザ
ル
ピ
ウ
ス
は
、
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
が
近

代
法
の
発
明
で
は
な
く
、
ロ
ー
マ
法
に
そ
の
淵
源
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ザ
ル
ピ
ウ
ス
は
、
学
説
彙
纂
四
六
巻
二
章
一
一
法
文
序
項
に
つ
い
て
（
第
二
章
第
一
節
参
照
）、
前
半
部
分
は
（vice sua alium
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reum
 dare creditori

）、
指
図
人
が
受
取
人
の
債
務
者
で
あ
り
、
受
取
人
に
被
指
図
人
と
い
う
新
た
な
債
務
者
を
与
え
る
場
合
を
説
明
し
て

い
る
と
解
す
る
。
他
方
で
、
本
法
文
の
終
わ
り
の
部
分
（vel cui jusserit

）
か
ら
、
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
は
、
指
図
人
が
受
取
人
に
デ
レ
ガ
チ

オ
を
用
い
て
贈
与
、
与
信
、
ま
た
は
彼
に
婚
資
の
持
参
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
も
念
頭
に
お
い
て
い
る
と
い
う
。vel cui jusserit

の
主

語
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
指
図
人
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
彼
に
よ
れ
ば
、
終
わ
り
の
部
分
は
「
ま
た
は
、
指
図
人
が
授
権
し
た
（
債
権
者
で
は
な
い
）
者
に
約
束
さ
れ
る
（vel cui

（non creditori

）delegans jusserit prom
itti

）」
と
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
法
文
は
、
対
価
関
係
に
お
い
て
、
デ
レ
ガ
チ
オ
が
債

務
の
消
滅
だ
け
で
な
く
、
贈
与
や
与
信
な
ど
の
目
的
で
も
利
用
し
う
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
と
い
）
81
（

う
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
は
で
き
る
だ

け
広
範
囲
を
射
程
に
お
さ
め
る
デ
レ
ガ
チ
オ
の
定
義
を
本
法
文
の
な
か
に
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

㈥
　
小
　
括

　
本
章
で
は
、
一
九
世
紀
中
葉
以
降
の
ド
イ
ツ
普
通
法
学
説
を
概
観
し
て
き
た
。

　
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
を
デ
レ
ガ
チ
オ
の
下
位
分
類
と
す
る
ザ
ル
ピ
ウ
ス
の
見
解
は
、
種
々
の
学
説
に
よ
る
批
判
を
受
け
た
後
に
承
認
さ
）
82
（
れ
、

ド
イ
ツ
民
法
典
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ド
イ
ツ
民
法
典
は
デ
レ
ガ
チ
オ
と
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
と
を
法
典
の
な
か
に
包
括
的
に
継

受
し
、
ま
た
、
指
図
人
が
受
取
人
の
債
務
者
で
あ
る
こ
と
も
、
被
指
図
人
が
指
図
人
の
債
務
者
で
あ
る
こ
と
も
必
要
と
し
て
い
な
）
83
（
い
。
そ

の
立
場
は
ド
イ
ツ
民
法
典
草
案
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
民
法
典
第
一
草
案
六
〇
五
）
84
（

条
に
は
、
あ
る
者
が
他
者
に
、
彼
が
第
三
者
に
他
者
に
対
し
て
給
付
を
な
す
よ
う
要
求

す
る
証
書
を
交
付
し
た
場
合
（
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
）、
そ
の
他
者
（
受
取
人
）
は
、
自
己
の
名
で
第
三
者
（
被
指
図
人
）
に
よ
る
給
付
を
取

り
立
て
る
よ
う
授
権
さ
れ
て
お
り
、
被
指
図
人
は
、
受
取
人
に
対
す
る
給
付
を
要
求
者
（
指
図
人
）
の
計
算
で
生
じ
さ
せ
る
よ
う
授
権
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
指
図
人
の
側
か
ら
の
被
指
図
人
へ
の
さ
ら
な
る
通
知
を
必
要
と
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
被
指
図
人
が
受
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取
人
に
給
付
を
な
す
こ
と
の
み
を
規
定
し
て
お
り
、
関
係
当
事
者
の
既
存
の
債
務
関
係
に
は
な
ん
ら
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
同
様
に
、
ド
イ
ツ
民
法
典
第
二
草
案
六
一
九
）
85
（

条
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
者
が
、
彼
が
他
者
に
金

銭
ま
た
は
一
定
量
の
代
替
物
ま
た
は
有
価
証
券
を
第
三
者
に
給
付
す
る
こ
と
を
指
図
す
る
証
書
を
第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
、
彼
は
自
己

の
名
で
被
指
図
人
に
よ
る
給
付
を
取
り
立
て
る
よ
う
授
権
さ
れ
、
被
指
図
人
は
指
図
人
の
計
算
で
受
取
人
に
給
付
す
る
よ
う
授
権
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
も
、
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
は
被
指
図
が
受
取
人
に
何
ら
か
の
給
付
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
な
債
務
関
係
に
関
係
づ

け
る
こ
と
な
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
草
案
理
由
書
（M

otive

）
に
よ
る
と
、
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
の
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
指
図
人
が
受
取
人
に
対
し
て
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
を
通
じ
て
そ
の
履
行
が
仲
介
さ
れ
る
場
合
や
、
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
と
そ
れ
に
よ
る
支
払
を
通
じ

て
、
受
取
人
の
指
図
人
に
対
す
る
義
務
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
場
合
、
た
と
え
ば
、
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
を
通
じ
て
受
取
人
に
信
用
取
引
が

開
始
さ
れ
る
場
合
な
ど
が
あ
り
う
る
。
そ
の
う
え
、
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
は
受
取
人
に
対
す
る
贈
与
目
的
で
、
ま
た
は
受
取
人
が
ア
ン

ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
に
も
と
づ
い
て
指
図
人
の
た
め
に
取
り
立
て
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
被
指
図
人
が
以
前
か
ら
指
図
人
と
債
務
関
係
に
あ
っ
た
か
否
か
も
ま
た
、
些
末
な
こ
と
で
あ
る
。
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
は
指
図
人
の
被

指
図
人
に
対
す
る
債
権
を
取
り
立
て
る
た
め
に
な
し
う
る
し
（
債
務
に
も
と
づ
く
指
図
（Anw

eisung auf Schuld

））、
被
指
図
人
が
指
図
人

の
債
務
者
で
な
く
て
も
な
す
こ
と
が
で
き
る
（
信
用
に
も
と
づ
く
指
図
（Anw

eisung auf Kredit

））。
さ
ら
に
、
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
は
そ

の
原
因
と
な
っ
た
各
々
の
法
律
関
係
（
資
金
関
係
お
よ
び
対
価
関
係
）
か
ら
独
立
し
て
い
る
と
い
）
86
（
う
。

五
　
Ｂ
Ｇ
Ｂ
成
立
以
後
の
ド
イ
ツ
法
学
説
に
お
け
る
デ
レ
ガ
チ
オ
の
理
解

　
本
章
で
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
成
立
後
の
ド
イ
ツ
法
学
説
が
、
一
般
的
に
デ
レ
ガ
チ
オ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
概
観
す
）
87
（

る
。
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㈠
　「
デ
レ
ガ
チ
オ
」
と
い
う
用
語
の
多
義
性

　
デ
レ
ガ
チ
オ
の
債
務
法
上
の
意
義
を
確
認
す
る
た
め
、
上
掲
の
諸
学
説
の
多
く
が
研
究
の
端
緒
と
し
て
い
る
の
が
、
本
稿
で
も
た
び
た

び
抄
出
し
た
学
説
彙
纂
四
六
巻
二
章
一
一
法
文
序
項
（
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
　
告
示
註
解
第
二
七
巻
）
で
あ
る
（
本
稿
第
二
章
第
一
節
参
照
）。
こ
こ

で
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
指
図
人
の
被
指
図
人
に
対
す
る
行
為
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
被
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
約
束
を
含
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
他
の
箇
所
で
異
な
る
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
学
説
彙
纂
四
六
巻
二
章
一
七
法
文

（
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
　
告
示
註
解
第
八
）
88
（

巻
）
で
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
単
に
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
行
為
の
み
を
指
し
示
し
て
い
る
が
、
学
説

彙
纂
四
六
巻
二
章
一
一
法
文
一
項
（
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
　
告
示
註
解
第
二
七
）
89
（
巻
）
で
は
、
被
指
図
人
と
受
取
人
と
の
関
係
で
デ
レ
ガ
チ
オ
を
用

い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
法
文
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
の
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
に
関
す
る
確
か
な
証
拠
に
は
な
り
え
な
い
た
め
、
個
々
の
箇
所
の
イ
ン
テ

ル
ポ
ラ
チ
オ
に
よ
っ
て
、
そ
の
と
き
ど
き
の
法
学
者
が
ど
の
よ
う
な
法
律
関
係
を
前
提
と
し
、
デ
レ
ガ
チ
オ
を
適
用
し
て
い
た
の
か
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
）
90
（

う
。

㈡
　
義
務
設
定
指
図
（delegatio obligandi

）
と
支
払
指
図
（delegatio solvendi

）

　
先
の
一
一
法
文
序
項
を
論
じ
る
前
に
、
義
務
設
定
指
図
（delegatio obligandi

）
と
支
払
指
図
（delegatio solvendi

）
の
差
異
を
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
て
は
、
ま
さ
に
上
記
法
文
で
そ
の
適
用
場
面
が
示
さ
れ
て
い
る
、
被
指
図
人
が
受
取
人
に
約
束
す
る
義
務
設

定
指
図
の
み
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
（
ザ
ル
ピ
ウ
ス
の
い
う
信
用
指
図
と
は
義
務
設
定
指
図
の
こ
と
で
あ
）
91
（
る
）。

　
し
か
し
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
指
図
人
の
被
指
図
人
に
対
す
る
受
取
人
へ
の
支
払
に
向
け
ら
れ
た
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
も
包
含
し
て
い
る
。

こ
の
支
払
指
図
は
、
と
り
わ
け
弁
済
や
免
責
に
関
す
る
学
説
彙
纂
四
六
巻
三
章
に
お
い
て
見
ら
れ
る
と
い
う
（cf. D. 46, 3, 6

）
92
（4; D. 46, 3, 
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9

）
93
（6; u.a.

）。
こ
の
二
つ
の
原
型
と
な
ら
ん
で
、
引
渡
す
こ
と
（tradere

）
を
目
的
と
す
る
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
が
な
さ
れ
る
よ
う
な
場

合
）
94
（

に
、
こ
れ
を
さ
ら
な
る
類
型
と
見
る
こ
と
は
不
要
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
支
払
指
図
と
そ
の
法
的
構
造
お
よ
び
効
果
に
お
い
て
異
な

ら
な
い
た
め
、
支
払
指
図
と
同
様
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
）
95
（
う
。

㈢
　
受
動
指
図
（Passivdelegation

）
と
能
動
指
図
（Aktivdelegation

）

　
さ
ら
に
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
、
更
改
と
結
合
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
）
96
（
る
。

　
一
一
法
文
序
項
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
に
よ
る
債
務
者
の
交
替
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
他
の
債
務
者
（alius reus

）
は
指
図
人

の
地
位
に
立
ち
入
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
るreus

は
、
詳
し
い
補
足
が
な
い
場
合
、
た
い
て
い
は
「
債
務
者
」
と

解
さ
れ
る
。
本
法
文
か
ら
、
間
接
的
に
指
図
人
が
受
取
人
のreus

（
つ
ま
り
債
務
者
）
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
被
指
図
人
が

alius reus

で
あ
る
と
き
、
彼
が
指
図
人
の
債
務
者
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
彼
は
単
に
指
図
人
の
地
位
に
立
ち
入
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
指
図
人
と
被
指
図
人
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
は
、
法
文
か
ら
は
な
ん
ら
推
論
で
き
な
）
97
（
い
。

　
対
価
関
係
上
の
既
存
債
権
は
お
そ
ら
く
更
改
さ
れ
、
被
指
図
人
は
指
図
人
の
債
務
を
引
き
受
け
る
。
こ
の
債
務
引
受
（Schuldüber-

nahm
e

）
は
、
受
動
指
図
（Passivdelegation

）
と
呼
ば
れ
て
い
）
98
（
る
。
反
対
に
、
資
金
関
係
上
の
既
存
債
権
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
場
合
、

能
動
指
図
（Aktivdelegat

）
99
（ion

）、
つ
ま
り
、
受
取
人
へ
の
債
権
の
譲
渡
が
な
さ
れ
）
100
（

る
。
こ
の
場
合
も
、
そ
の
都
度
の
債
権
が
更
改
さ
れ
）
101
（

る
。

　
二
つ
の
原
因
関
係
に
債
権
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
能
動
指
図
か
つ
受
動
指
図
が
生
じ
う
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
な
ん
ら
の
債

権
も
前
提
と
な
っ
て
い
な
い
二
重
贈
与
な
ど
の
場
合
は
、
更
改
は
あ
り
え
な
い
。
債
権
者
が
交
替
す
る
能
動
指
図
の
場
合
に
は
、
債
権
を

失
う
こ
と
に
な
る
旧
債
権
者
の
同
意
は
必
須
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
務
者
が
交
替
す
る
受
動
指
図
は
、
旧
債
務
者
の
意
思
と
は
無

関
係
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
債
務
者
は
旧
債
務
者
の
同
意
な
く
更
改
を
な
し
う
）
102
（
る
。

　
以
上
の
分
類
を
前
提
に
す
る
と
、
学
説
彙
纂
四
六
巻
二
章
一
一
法
文
序
項
の
定
義
は
、
受
動
指
図
の
み
を
説
明
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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で
は
、
最
後
の
部
分
（vel cui jusserit

）
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
多
数
説
は
、
債
権
者
（creditor

）
がjusserit

の
主
語
で
あ
る
と

い
う
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
新
た
な
債
務
者
を
、
債
権
者
（
受
取
人
）
ま
た
は
債
権
者
が
債
務
者
を
与
え
た
い
と
思
っ
た

者
に
与
え
る
」
と
読
む
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
も
っ
と
も
自
然
な
解
釈
で
あ
り
、
主
語
を
指
図
人
と
解
す
る
ザ
ル
ピ
ウ
ス
の
見
解
は
、
無
理

に
包
括
的
定
義
を
与
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
誤
り
で
あ
）
103
（
る
。
第
三
者
と
債
権
者
と
の
原
因
関
係
は
問
題
と
は
な
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は

二
つ
の
受
動
指
図
が
存
在
し
う
）
104
（

る
。

㈣
　
無
因
指
図
（abstrakte D

elegation

）
と
指
名
指
図
（titulierte D

elegation

）

　
学
説
彙
纂
四
六
巻
二
章
一
一
法
文
序
項
の
定
義
と
し
て
の
不
完
全
性
は
、
い
わ
ゆ
る
無
因
指
図
と
指
名
指
図
（abstrakte und titulierte 

D
elegation

）
の
区
別
を
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
あ
）
105
（

る
。
よ
り
厳
密
に
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
を
履
行
す
る
際
の
無
因
的
問
答
契
約
と
指

名
的
問
答
契
約
の
区
別
で
あ
）
106
（
る
。

　
本
法
文
は
、
被
指
図
人
に
よ
る
指
図
人
の
債
務
引
受
の
事
例
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
対
価
関
係
の
更
改
を
と
も
な
う
受

動
指
図
に
よ
っ
て
、
被
指
図
人
は
受
取
人
に
対
し
て
、
指
図
人
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
を
約
束
す
）
107
（

る
。
反
対
に
、
資
金
関
係
の
更

改
を
と
も
な
う
能
動
指
図
で
は
、
多
く
の
場
合
、
被
指
図
人
は
受
取
人
に
対
し
て
、
被
指
図
人
が
指
図
人
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の

を
約
束
す
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
指
名
的
問
答
契
約
は
、
資
金
関
係
あ
る
い
は
対
価
関
係
へ
の
依
存
に
よ
っ
て
の
み
存
在
し
、
そ
の
際
の

決
定
的
要
素
は
、
問
答
契
約
に
お
い
て
表
示
し
た
当
事
者
の
意
思
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
重
贈
与
の
よ
う
に
原
因
関
係
に
い
か
な
る
債
務

も
存
在
し
て
い
な
い
と
き
に
は
、
問
答
契
約
は
無
因
的
に
な
さ
れ
、
他
の
債
務
関
係
と
関
連
づ
け
ら
れ
な
い
。

　
一
見
す
る
と
、
指
名
的
問
答
契
約
に
関
す
る
法
文
が
支
配
的
で
あ
り
、
無
因
的
問
答
契
約
は
そ
の
存
在
が
疑
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

現
在
で
は
承
認
さ
れ
て
い
）
108
（

る
。
し
か
し
、
個
々
の
場
面
で
デ
レ
ガ
チ
オ
が
ど
の
よ
う
な
形
式
で
な
さ
れ
て
い
る
の
か
の
確
定
は
、
多
く
の

場
合
困
難
で
あ
る
と
い
）
109
（

う
。
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㈤
　
学
説
彙
纂
四
六
巻
二
章
一
一
法
文
序
項
の
解
釈

　
現
在
ほ
ぼ
異
論
の
な
い
学
説
に
よ
れ
ば
、
本
法
文
は
デ
レ
ガ
チ
オ
を
ま
っ
た
く
定
義
づ
け
て
い
な
い
と
い
う
。
ザ
ル
ピ
ウ
ス
は
法
文
に

大
幅
な
補
足
を
施
し
、
広
範
囲
な
指
図
事
例
を
採
り
こ
も
う
と
し
て
い
る
が
、
支
払
指
図
（delegatio solvendi

）
は
こ
こ
か
ら
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
た
し
か
に
受
動
指
図
は
法
文
の
な
か
で
頻
繁
に
登
場
し
、
実
務
的
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
で
も
本
法
文
は
一
般
的
に
有
効
な
定
義
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
）
110
（

い
。
本
法
文
は
、
お
そ
ら
く
現
代
的
な
意
味
に
お
い
て
体
系
的
に
デ

レ
ガ
チ
オ
を
論
究
し
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
が
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
法
文
の
な
か
で
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
証
左
を
示
し
て
い
）
111
（

る
。

　
本
法
文
の
研
究
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
第
一
に
、
デ
レ
ガ
チ
オ
と
い
う
用
語
の
多
義
性
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、

被
指
図
人
の
受
取
人
へ
の
約
束
を
と
も
な
う
義
務
設
定
指
図
と
、
被
指
図
人
の
受
取
人
へ
の
支
払
を
と
も
な
う
支
払
指
図
と
の
区
別
が
存

在
す
る
。
第
三
に
、
対
価
関
係
に
既
存
債
務
が
存
在
し
、
被
指
図
人
が
指
図
人
の
立
場
に
据
え
ら
れ
る
場
合
は
受
動
指
図
が
、
資
金
関
係

上
の
指
図
人
の
被
指
図
人
に
対
す
る
権
利
が
受
取
人
に
移
る
場
合
は
能
動
指
図
が
存
在
す
る
。
第
四
に
、
し
ば
し
ば
、
能
動
指
図
と
受
動

指
図
は
、
資
金
関
係
あ
る
い
は
対
価
関
係
上
の
債
権
の
更
改
と
結
合
さ
れ
て
い
る
が
（
指
名
的
問
答
契
約
）、
原
因
関
係
上
の
債
権
へ
な
ん

ら
の
関
係
づ
け
も
な
く
存
在
し
う
る
（
無
因
的
問
答
契
）
112
（
約
）。

六
　
む
す
び
に

　
学
説
彙
纂
四
六
巻
二
章
が
「
更
改
お
よ
び
指
図
に
つ
い
て
」
と
い
う
章
題
を
掲
げ
、
か
つ
一
一
法
文
序
項
が
定
義
規
定
の
ご
と
く
更
改

の
生
じ
る
場
合
を
規
定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
近
世
初
頭
の
学
説
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
に
資
金
関
係
お
よ
び
対
価
関
係
上
の
既
存
債
務
を
必
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要
と
し
て
い
た
。
そ
の
効
果
は
二
重
更
改
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
効
果
だ
け
を
同
列
に
扱
う
も
の
で
あ
り
、
更
改
意
思
は
必
要

と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
被
指
図
人
が
受
取
人
に
対
し
て
義
務
付
け
ら
れ
る
や
い
な
や
、
自
動
的
に
二
つ
の
既
存
債
務
が
消
滅

す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
現
在
の
支
払
指
図
に
相
当
す
る
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
が
案
出
さ
れ
た
が
、
更
改
の
桎
梏
を
受
け
て
い
た

デ
レ
ガ
チ
オ
と
の
連
続
性
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
一
九
世
紀
の
い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ
普
通
法
学
説
で
は
、
資
金
関
係
か
対
価
関
係
か
の
い
ず
れ
か
に
既
存
債
務
を
必
要
と
す
る
見
解
が
初
期

の
通
説
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
は
、
被
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
義
務
負
担
の
有
無
を
基
準
と
し
て
デ
レ
ガ

チ
オ
を
広
狭
二
種
に
分
類
し
、
ど
ち
ら
に
も
既
存
債
務
を
前
提
と
し
な
い
事
例
が
存
在
す
る
こ
と
を
法
文
か
ら
証
明
し
た
。
こ
れ
以
後
、

徐
々
に
通
説
に
変
化
が
見
ら
れ
、
ザ
ル
ピ
ウ
ス
以
降
、
デ
レ
ガ
チ
オ
は
完
全
に
原
因
関
係
上
の
既
存
債
務
か
ら
独
立
し
て
お
り
、
ア
シ
グ

ナ
チ
オ
と
連
続
性
を
有
す
る
と
解
す
る
見
解
が
通
説
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
現
在
で
は
学
説
彙
纂
四
六
巻
二
章
一
一
法
文
序
項
は
デ
レ
ガ
チ

オ
の
定
義
規
定
で
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
デ
レ
ガ
チ
オ
は
、
更
改
と
は
別
個
の
法
的
範
疇
と
し
て
既
存
債
務
か
ら
独
立
し
、
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
も
包
含
し
た
ア
ン
ヴ
ァ

イ
ズ
ン
グ
と
し
て
ド
イ
ツ
民
法
典
に
継
受
さ
れ
た
。
し
か
し
、
更
改
か
ら
峻
別
さ
れ
た
後
に
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
法
的
性
質
で
あ
る
。

こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
の
解
釈
を
中
心
と
し
た
研
究
が
必
要
と
な
る
た
め
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
1
）  

商
業
信
用
状
に
関
し
て
、
伊
澤
孝
平
『
商
業
信
用
状
論
』（
有
斐
閣
・
九
版
・
一
九
六
五
）
二
一
九
頁
以
下
、
西
原
寛
一
『
金
融
法
・
法
律
学

全
集
（
五
三
）』（
有
斐
閣
・
一
九
六
八
）
二
二
九
頁
以
下
、
為
替
手
形
、
小
切
手
に
関
し
て
、
服
部
榮
三
「
指
図
行
為
と
為
替
手
形
の
振
出
」
磯

村
哲
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
『
市
民
法
学
の
形
成
と
展
開
・
上
』（
有
斐
閣
・
一
九
七
八
）
二
七
七
頁
以
下
な
ど
。

（
2
）  Juris von Staudinger/Peter M

arburger, Kom
m
entar zum

 B.G.B., N
eubearbeitung, 2002, 

§783, Rdnr.46ff., S.161ff., Rdnr.51f., 
166f.

（
3
）  

た
と
え
ば
、
電
信
送
金
・
振
込
に
関
し
て
、
木
内
宜
彦
『
金
融
法
・
現
代
法
律
学
全
集
（
四
一
）』（
青
林
書
院
・
一
九
八
九
）
三
二
八
頁
以
下
、
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柴
崎
暁
「
振
込
取
引
と
指
図
の
法
理
」
タ
ー
ト
ン
ヌ
マ
ン
一
〇
号
（
二
〇
〇
八
）
五
一
頁
以
下
な
ど
。

（
4
）  O

tto Palandt/H
artw

ig Sprau, Bürgerliches G
esetzbuch, 69. neubearbeitete Aufl., 2010, 

§783, Rdnr.1, S.1226.
（
5
）  Karl Larenz, Lehrbuch des Schuldrecht, Bd.2, BT, 11. neubearbeitete Aufl., 1977, 

§67 I, S.457.
（
6
）  BG

B 

§783. H
ändigt jem

and eine U
rkunde, in der er einen anderen anw

eist, G
eld, W

ertpapiere oder andere vertretbare Sa-
chen an einen D

ritten zu leisten, dem
 D

ritten aus, so ist dieser erm
ächtigt, die Leistung bei dem

 Angew
iesenen im

 eigenen 
N
am

en zu erheben; der Angew
iesene ist erm

ächtigt, für Rechnung des Anw
eisenden an den Anw

eisungsem
pfänger zu leisten. 

　
　
　
ド
イ
ツ
民
法
典
七
八
三
条
「
金
錢
、
有
價
證
券
又
ハ
其
ノ
他
ノ
代
替
物
ヲ
第
三
者
ニ
給
付
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
他
人
ニ
指
圖
ス
ル
證
書
ヲ
第
三
者
ニ

交
付
シ
タ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
、
其
ノ
第
三
者
ハ
被
指
圖
人
ヨ
リ
自
己
ノ
名
ヲ
以
テ
給
付
ヲ
取
立
ツ
ル
權
限
ヲ
有
ス;

被
指
圖
人
ハ
指
圖
人
ノ
計
算

ニ
於
テ
指
圖
證
書
受
取
人
ニ
給
付
ヲ
爲
ス
權
限
ヲ
有
ス
。」
訳
は
、
柚
木
馨
・
上
村
明
廣
『
現
代
外
国
法
典
叢
書
（
二
）
獨
逸
民
法
﹇
Ⅱ
﹈
債
務

法
』（
有
斐
閣
・
一
九
五
五
）
七
七
〇
頁
か
ら
引
用
。

（
7
）  Palandt/Sprau, a. a. O. （Fn.4

） 

§783, Rdnr.9ff., S.1227.

（
8
）  BG

B 

§784. N
im

m
t der Angew

iesene die Anw
eisung an, so ist er dem

 Anw
eisungsem

pfänger gegenüber zur Leistung ver- 
pflichtet ; er kann ihm

 nur solche Einw
endungen entgegensetzen, w

elche die G
ültigkeit der Annahm

e betreffen oder sich aus 
dem

 Inhalt der A
nw

eisung oder dem
 Inhalt der A

nnahm
e ergeben oder dem

 A
ngew

iesenen unm
ittelbar gegen den A

n-
w
eisungsem

pfänger zustehen. D
ie Annahm

e erfolgt durch einen schriftlichen Verm
erk auf der Anw

eisung. Ist der Verm
erk auf 

die Anw
eisung vor der Aushändigung an den Anw

eisungsem
pfänger gesetzt w

orden, so w
ird die Annahm

e diesem
 gegenüber 

erst m
it der Aushändigung w

irksam
.

　
　
　
ド
イ
ツ
民
法
典
七
八
四
条
「
被
指
圖
人
ガ
指
圖
ヲ
引
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
指
圖
證
書
受
取
人
ニ
對
シ
テ
給
付
ヲ
爲
ス
義
務
ヲ
負
フ;

被
指
圖
人

ハ
受
取
人
ニ
對
シ
、
引
受
ノ
效
力
ニ
關
ス
ル
異
議
又
ハ
指
圖
ノ
内
容
若
ハ
引
受
ノ
内
容
ヨ
リ
當
然
生
ズ
ル
異
議
又
ハ
被
指
圖
人
ガ
直
接
指
圖
證
書

受
取
人
ニ
對
シ
テ
有
ス
ル
異
議
ノ
ミ
ヲ
對
抗
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
。
引
受
ハ
指
圖
證
書
上
ノ
記
載
ヲ
以
テ
之
ヲ
爲
ス
。
證
書
上
ノ
記
載
ガ
指
圖
證

書
受
取
人
ニ
對
ス
ル
交
付
前
ニ
爲
サ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
引
受
ハ
受
取
人
ニ
對
シ
テ
ハ
交
付
ノ
時
ヨ
リ
其
ノ
效
力
ヲ
生
ズ
。」
訳
は
、
柚
木
ほ
か
・

前
掲
注
（
６
）
七
七
一
頁
か
ら
引
用
。

（
9
）  W

alter Erm
an/Rüdiger W

ilhelm
i, Bürgerliches G

esetzbuch, H
andkom

m
entar, Bd.2, 13. neubearbeitete Aufl., 2011, 

§783, 
Rdnr.2ff., S.3460f.
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（
10
）  

よ
り
正
確
に
は
「
デ
ー
レ
ー
ガ
ー
チ
オ
ー
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
単
に
「
デ
レ
ガ
チ
オ
」
と
表
記
す
る
。

（
11
）  

ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
の
学
説
史
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
伊
澤
孝
平
「
指
圖
（Anw

eisung

）
の
本
質
（
一
）」
法
協
四
八
巻
一
一
号

（
一
九
三
〇
）
一
一
頁
以
下
、
納
富
義
光
『
手
形
法
に
於
け
る
基
本
理
論
』（
新
青
出
版
・
復
刻
版
・
一
九
九
六
）
三
八
三
頁
以
下
な
ど
。

（
12
）  
よ
り
正
確
に
は
「
ア
ッ
シ
ー
グ
ナ
ー
チ
オ
ー
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
単
に
「
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
」
と
表
記
す
る
。

（
13
）  
こ
の
点
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
学
説
史
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
指
図
（délégation

）
の
歴
史
的
展
開
」
奥
島
孝
康

先
生
古
稀
記
念
論
文
集
第
二
巻
『
フ
ラ
ン
ス
企
業
法
の
理
論
と
動
態
』（
成
文
堂
・
二
〇
一
一
）
二
五
五
頁
以
下
。

（
14
）  

デ
レ
ガ
チ
オ
（delegatio

）
は
名
詞
、
デ
ー
レ
ー
ガ
ー
レ
（delegare

）
は
動
詞
の
不
定
法
で
あ
る
。
前
者
は
多
少
な
り
と
も
厳
密
に
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
た
法
的
制
度
を
指
し
て
い
る
が
、
後
者
も
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
両
者
に
明
確
な
違
い
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た

め
（U

lrich Eisenried, D
ie bürgerlich-rechtiliche Anw

eisung und ihre Entstehung, D
iss. Passau, 2010, S.42

）、
本
稿
で
は
「
デ
レ

ガ
チ
オ
」
と
一
括
し
て
表
記
す
る
。

（
15
）  

指
図
人
（D

elegant

）、
被
指
図
人
（D
elegat

）
と
い
う
用
語
は
、
ロ
ー
マ
法
文
中
に
使
用
例
も
あ
る
が
、
通
常
は
、
指
図
す
る
者
（is qui 

delegat

）、
指
図
さ
れ
た
者
（is qui delegatus est

）
と
表
記
さ
れ
る
。
受
取
人
（D

elegatar

）
と
い
う
用
語
は
、
一
八
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ
か

ら
用
い
ら
れ
て
い
る
（W

olfgang Endem
ann, D

er Begriff der D
elegatio im

 Klassischen Röm
ischen Recht, M

arburg, 1959, S.6 
Anm

.1

）。

（
16
）  G

ünther Loew
enfeld, D

ie Anw
eisung in G

esetz und Verkehr, Berlin, 1922, S.6.

（
17
）  Carolus Bernstein, D

e D
elegationis N

atura, 1864, Berolini, p. 2.

（
18
）  Joachim

us M
ynsingerus, Jureconsulti clarissim

i apotelesm
a, Sive corpus perfectum

 scholiorum
 ad quatuor libros institutionum

  
juris civilis, Basileae, 1563, Scholia in instit. lib. III, Q

uib. m
od. tollitur obl. tit.XXX, p. 438.

（
19
）  Franciscus H

otom
anus, Vetus-renovatus com

m
entarius in Q

uatuor libros Institutionum
 juris civilis, Lugdunum

, ed.5, 1588, 
In III. lib. inst. com

., Tit.XV
II, Q

uib. m
od. obl. tol., p. 386.

（
20
）  

そ
の
ほ
か
、Franciscus D

uarenus, ad tit. D. de nov. et deleg.; Barnabas Brissonius, de solutionibus et liberationibus. Lib. II.  

§. de deleg.; Andreas Fachineus, Controv. Lib. XI. cap.54

も
同
旨
で
あ
る
と
い
う
（Bernstein, a. a. O. （Fn.17

） p. 2

）。

（
21
）  

こ
の
規
範
は
イ
タ
リ
ア
の
註
釈
学
派
に
淵
源
を
有
す
る
（Botho von Salpius, N

ovation und D
elegation nach röm

ischem
 Recht, Ber-

lin, 1864, 

§2, S.8

）。
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（
22
）  Salpius, a. a. O. （Fn.21

） 

§2, S.6 ff, insbesondere S.8.

（
23
）  

こ
の
点
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
五
条
は
、
指
図
（délégation

）
が
更
改
を
と
も
な
う
た
め
に
は
、
受
取
人
の
明
示
的
な
意
思
表
示
が
必

要
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
が
置
か
れ
た
の
は
ポ
チ
エ
の
影
響
が
大
き
い
（Robert-Joseph PO

TH
IER, Œ

uvres de 
Pothier, contenant les traités du droit français par M

. D
upin, nouv. éd., t.1, Paris, 1827, n

o 600, p. 354

）。
こ
の
点
に
つ
き
、
拙

稿
・
前
掲
注
（
13
）
二
六
八
頁
以
下
。

（
24
）  
債
務
者
を
指
図
す
る
者
は
支
払
を
な
す
者
で
あ
る
。Cf. U

lp. （29 ed.

） D. 16, 1, 8, 3.

（
25
）  Salpius, a. a. O. （Fn.21

） 

§18, S.102f.

（
26
）  Salpius, a. a. O. （Fn.21

） 

§2, S.11.

（
27
）  Eugène G

AU
D
EM

ET, Étude sur le transport de dettes á titre particulier, Paris, 1898, p. 210.

（
28
）  

拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
法
お
よ
び
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
指
図
の
理
論
的
接
続

―Art.1277 C.civ.

の
比
較
法
的
考
察
を
中
心
に

―
」
タ
ー
ト
ン

ヌ
マ
ン
一
三
号
（
二
〇
一
一
）
三
八
頁
以
下
。

（
29
）  Rechten en Costum

en van Antw
erpen （1582

）: Tit.64. Van Betalinghe, bew
ijsinghe etc. Ziff. 2.

（
30
）  Salpius, a. a. O. （Fn.21

） 

§2, S.11f.

　
　
　bew

ijsing

と
は
、
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
の
オ
ラ
ン
ダ
国
内
に
お
け
る
用
語
法
の
も
っ
と
も
古
い
形
で
あ
る
。
一
六
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ
、overw

i-
jsing

と
と
も
に
、
そ
の
用
語
法
は
激
し
く
揺
れ
動
い
た
が
、
一
七
世
紀
の
中
ご
ろ
に
は
、aenw

ijsing 

（Anw
eisung

） 

と
い
う
書
式
が
支
配
的

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
デ
レ
ガ
チ
オ
を
意
味
す
る
専
門
用
語
と
し
て
は
、overstelling

あ
る
い
はoversetting

と
い
う
用
語
が
新
た
に
誕
生
し

た
と
い
う
（ibid.

）。

　
　
　
な
お
、「
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
」
と
い
う
表
現
は
、
指
図
取
引
に
関
す
る
一
七
世
紀
頃
の
近
代
的
な
表
現
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
商
業
用
語
か
ら
借

用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（id. S.14

）。

（
31
）  

「
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
」
は
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
の
ド
イ
ツ
語
表
記
で
あ
る
（
柴
崎
暁
『
手
形
法
理
と
抽
象
債
務
』（
新
青
出
版
・
二
〇
〇
二
）
一
九

七
頁
）。

（
32
）  

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
七
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
単
な
る
指
示
（sim

ple indication

）」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
・
前
掲
注
（
28
）
二
三
頁
以
下
。

（
33
）  H

orst H
ahn, D

ie Institute der bürgerlichrechtlichen Anw
eisung der 

§§783ff BG
B und der „D

elegation

“ der Art.1275f C.civ. 
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in rechtsvergleichender D
arstellung, D

iss. M
ünchen, 1965, S.9ff.; Eugène G

AU
D
EM

ET, op. cit., （note 27

）, p. 213.

（
34
）  

わ
が
国
の
旧
民
法
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
継
受
し
た
「
嘱
託
」
と
い
う
名
の
指
図
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
起
草
者
で
あ
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
は
、
ア
シ
グ
ナ
チ
オ
に
由
来
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
七
条
を
採
り
入
れ
な
か
っ
た
（
拙
稿
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
指
図
論

―
わ
が
国
に

お
け
る
指
図
（délégation

）
の
継
受
」
法
学
政
治
学
論
究
九
二
号
（
二
〇
一
二
）
二
九
七
頁
以
下
）。

（
35
）  O

tto W
endt, D

as allgem
eine Anw

eisungsrecht, Jena, 1895, S.149f.

（
36
）  H

ugo de G
root, Inleiding tot de H

ollandsche Rechts-geleertheid, tw
eeden druk, 1631, cap.44 e.v., blz.95 e.v.

（
37
）  

後
述
す
る
よ
う
に
、
両
者
の
連
続
性
は
マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
と
ザ
ル
ピ
ウ
ス
に
よ
っ
て
意
識
せ
ら
れ
た
。

（
38
）  N

om
inibus in dotem

 datis, quam
vis nec delegatio praecesserit nec litis contestatio subsecuta sit, utilem

 tam
en m

arito action-
em

 ad sim
ilitudinem

 eius qui nom
en em

erit dari oportere saepe rescriptum
 est.

（
39
）  Friedrich Ludw

ig Keller, Pandekten, Leipzig, 1861, 

§279, S.540.

（
40
）  

除
約
と
は
、
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
の
う
ち
、
旧
債
務
者
の
同
意
が
な
い
場
合
で
あ
る
。

（
41
）  Keller, a. a. O. （Fn.39

） 
§279, S.541.

（
42
）  

本
文
中
に
挙
げ
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、Christian Friedrich M

ühlenbruch, Lehrbuch des Pandekten-Rechts, T.2, 1838, 

§476ff., 
S.505ff. u.a.

（
43
）  Anton Friedrich Justus Thibaut, System

 des Pandecten-Rechts, Bd.1, 9. Aufl., Jena, 1846, 

§526, S.436. 

（
44
）  Em

il H
offm

ann, Beiträge zur Lehre von der D
elegation, Sells Jahrbücher für historische und dogm

atische Bearbeitung des 
röm

ischen Rechts, Bd.3, Braunschw
eig, 1844, S.396.

（
45
）  H

offm
ann, a. a. O. （Fn.44

） S.398f.

（
46
）  Franz W

ilhelm
 Ludw

ig von M
eyerfeld, D

ie Lehre von den Schenkungen nach röm
ischem

 Recht, Bd.1, M
arburg, 1835,  

§15f., S.241ff.

（
47
）  M

eyerfeld, a. a. O. （Fn.46

） 

§15, S.241.

（
48
）  

一
般
的
に
は
、jussum

と
い
う
語
が
好
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
。jussus
と
い
う
語
は
、
奪
格
（jussu

）
と
し
て
の
利
用
は
あ
っ
て
も
、
主
格

（jussus

）
と
し
て
の
利
用
は
非
常
に
稀
だ
か
ら
で
あ
る
。
主
格
と
し
て
はjussum
が
用
い
ら
れ
る
（Cf. Paul G

ID
E, Études sur la nova-

tion et le transport des créances en droit rom
ain, 1879, Paris, p. 388

）。
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（
49
）  M

eyerfeld, a. a. O. （Fn.46

） 

§15, S.243. Cf. U
lp. （29 ad ed.

） D. 15, 4, 1, 3.

（
50
）  M

eyerfeld, a. a. O. （Fn.46

） 

§15, S.242, 244.
（
51
）  M

eyerfeld, a. a. O. （Fn.46

） 

§15, S.242, 246.
（
52
）  M

eyerfeld, a. a. O. 

（Fn.46

） 

§15, S.242.

マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ド
は
、
こ
こ
で
ク
ヤ
キ
ウ
ス
（Jacobus Cujacius

）
の
著
述
を
引
用
し
て
お

り
（Jacobus Cujacius, paratitl. in tit. Cod. de novat. et deleg.

）、
か
か
る
言
説
が
ク
ヤ
キ
ウ
ス
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
見

て
取
れ
る
。

（
53
）  M

eyerfeld, a. a. O. （Fn.46

） 

§15, S.244.

（
54
）  M

eyerfeld, a. a. O. （Fn.46

） 

§15, S.244f.

（
55
）  

た
だ
し
、
典
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
法
文
の
な
か
に
は
、
狭
義
の
デ
レ
ガ
チ
オ
と
広
義
の
デ
レ
ガ
チ
オ
と
を
混
同
し
て
い
る
も
の
も
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Eisenried, a. a. O. （Fn.14

） S.28f.

）。

（
56
）  Cum

 jussu m
eo id, quod m

ihi debes, solvis creditori m
eo, et tu a m

e et ego a creditore m
eo liberor.

　
　
　「
私
の
命
令
に
従
い
、
あ
な
た
が
私
に
対
し
て
負
担
し
て
い
る
物
を
、
私
の
債
権
者
に
支
払
っ
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
私
か
ら
、
私
は
私
の
債

権
者
か
ら
解
放
さ
れ
る
。」
訳
は
、
遠
藤
歩
「
学
説
彙
纂
第
四
六
巻
第
三
章
の
邦
訳
」
都
法
四
五
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
）
五
二
五
頁
。

（
57
）  M

eyerfeld, a. a. O. （Fn.46

） 

§15, S.246f.

（
58
）  

ウ
ン
タ
ー
ホ
ル
ツ
ナ
ー
は
デ
レ
ガ
チ
オ
の
意
味
でU

eberw
eisung

と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。

（
59
）  Paul. （14 quaest.

） D. 42, 1, 41, pr. N
esennius Apollinaris: si te donaturum

 m
ihi delegavero creditori m

eo, an in solidum
 con-

veniendus sis? et si in solidum
 conveniendus, an diversum

 putes, si non creditori m
eo, sed ei, cui donare volebam

, te delegavero?  
et quid de eo, qui pro m

uliere, cui donare volebat, m
arito eius dotem

 prom
iserit? respondit: nulla creditor exceptione sum

m
ov-

eretur, licet is, qui ei delegatus est, poterit uti adversus eum
, cuius nom

ine prom
isit: cui sim

ilis est m
aritus, m

axim
e si con-

stante m
atrim

onio petat. et sicut heres donatoris in solidum
 condem

natur et ipse fideiussor, quem
 in donando adhibuit, ita et 

ei, cui non donavit, in solidum
 condem

natur.

　
　
　
学
説
彙
纂
四
二
巻
一
章
四
一
法
文
序
項
（
パ
ウ
ル
ス 

質
疑
録
第
一
四
巻
）「
ネ
セ
ン
ニ
ウ
ス
・
ア
ポ
リ
ナ
リ
ス
：
私
に
贈
与
し
よ
う
と
す
る
君

を
私
の
債
権
者
に
私
が
指
図
し
た
と
き
に
は
、
君
は
全
額
に
対
し
て
訴
え
ら
れ
る
べ
き
か
？
全
額
に
対
し
て
訴
え
ら
れ
る
と
き
に
も
、
私
の
債
権

者
に
で
は
な
く
、
却
っ
て
こ
の
者
に
私
が
贈
与
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
者
に
私
が
君
を
指
図
し
た
と
き
に
は
、
君
は
異
な
る
と
思
う
か
？
こ
の
女
に
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贈
与
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
婦
人
の
た
め
に
そ
の
夫
に
婚
資
を
確
約
し
た
者
に
つ
い
て
は
ど
う
か
？
そ
の
者
に
指
図
さ
れ
た
者
は
、
こ
の
者
の
名
義

で
確
約
し
た
者
に
向
か
っ
て
（
抗
弁
を
）
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
い
え
、
債
権
者
は
如
何
な
る
抗
弁
に
よ
っ
て
も
撃
退
さ
れ
な
い
。
殊
に

婚
姻
の
存
立
中
に
請
求
す
る
と
き
に
は
、
夫
は
こ
の
者
に
類
似
し
て
い
る
と
同
人
は
解
答
し
た
。
贈
与
者
の
相
続
人
が
全
額
に
対
し
て
有
責
判
決

さ
れ
、
贈
与
す
る
こ
と
に
於
い
て
責
を
負
う
。
保
証
人
自
身
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
こ
の
者
に
そ
の
者
が
贈
与
し
な
か
っ
た
者
に

も
全
額
に
対
し
て
有
責
判
決
さ
れ
る
。」
訳
は
、
江
南
義
之
『『
学
説
彙
纂
』
の
日
本
語
へ
の
翻
訳
（
二
）』（
信
山
社
・
一
九
九
二
）
三
〇
三
頁
。

（
60
）  Karl August D

om
inikus U

nterholzner, Q
uellenm

äßige Zusam
m
enstellung der Lehre des röm

ischen Rechts von den Schuld-
verhältnissen m

it Berücksichtigung der heutigen Anw
endung, Bd.1, Leipzig, 1840, Rdnr.291, S.630.

（
61
）  H

einrich Thöl, D
as H

andelsrecht, Bd.1, 3 verm
ehrte Aufl., G

öttingen, 1854, 

§128, S.478.

（
62
）  U

lp. （8 ad ed.
）D. 46, 2, 17. D

elegare scriptura vel nutu, ubi fari non potest, debitorem
 suum

 quis potest.

　
　
　「
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
或
者
は
自
己
の
負
債
者
を
書
面
或
は
合
図
で
指
図
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
訳
は
、
江
南
・
前
掲
注

（
59
）
六
四
三
頁
。

（
63
）  Pap. 

（11 resp.

） D. 21, 2, 68, 1. Creditor, qui pro pecunia nom
en debitoris per delegationem

 sequi m
aluit, evictis pignoribus 

quae prior creditor accepit nullam
 actionem

 cum
 eo qui liberatus est habebit.

　
　
　「
金
錢
の
代
り
に
債
務
者
の
債
權
を
指
圖
に
よ
つ
て
得
る
こ
と
を
選
ん
だ
債
權
者
は
、
第
一
の
債
權
者
が
受
領
し
た
質
物
が
追
奪
せ
ら
れ
る
と

き
に
は
、
そ
の
債
務
を
免
除
せ
ら
れ
た
者
に
對
し
て
は
な
ん
ら
の
訴
權
も
有
し
な
い
で
あ
ろ
う
。」
訳
は
、
京
都
大
学
西
洋
法
史
研
究
会
「
ユ
帝

學
説
彙
纂
第
二
一
巻
邦
譯
（
六
）」
論
叢
六
五
巻
三
号
（
一
九
五
九
）
四
頁
。

（
64
）  

た
と
え
ば
、U
lp. （48 ad Sab.

） D. 23, 3, 36; Iul. （60 dig.

） D. 39, 5, 2, 2.

（
65
）  Thöl, a. a. O. （Fn.61

） 

§128, S.479f.

（
66
）  Thöl, a. a. O. （Fn.61

） 

§129, S.480.

（
67
）  Karl Adolph von Vangerow, Lehrbuch der Pandekten, Bd.3, 7 verm

ehrte und verbesserte Aufl., M
arburg und Leipzig, 1869, 

§619, S.375.

（
68
）  Vangerow, a. a. O. （Fn.67

） 

§619, S.376f.

（
69
）  

ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
、
デ
レ
ガ
チ
オ
の
意
味
でÜ

berw
eisung

と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。

（
70
）  Bernhard W

indscheid, Lehrbuch des Pandektenrechts, Bd.2, 7 durchgesehene und verm
ehrte Aufl., Frankfurt, 1891, 

§353, 
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S.313.

（
71
）  W

indscheid, a. a. O. （Fn.70

） 

§412, S.493.
（
72
）  Paul. （62 ad ed.

） D. 46, 3, 56. Q
ui m

andat solvi, ipse videtur solvere.
　
　
　「
支
払
い
を
命
じ
た
者
は
、
自
己
が
支
払
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。」
訳
は
、
遠
藤
・
前
掲
注
（
56
）
五
二
三
頁
。

（
73
）  W

indscheid, a. a. O. （Fn.70

） 

§412, S.495.

（
74
）  Vangerow, a. a. O. （Fn.67

） 

§619, S.375; W
indscheid, a. a. O. （Fn.70

） 

§353, S.313.

（
75
）  

ザ
ル
ピ
ウ
ス
の
理
論
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
的
指
図
理
論
に
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
彼
の
理
論
的
背
景

と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
一
般
的
に
推
察
さ
れ
る
が
（Eisenried, a. a. O. 

（Fn.14

） S.321

）、

そ
の
位
置
づ
け
な
い
し
関
係
づ
け
に
つ
い
て
は
な
お
研
究
の
余
地
が
あ
る
。

（
76
）  Botho von Salpius, N

ovation und D
elegation nach röm

ischem
 Recht, Berlin, 1864.

（
77
）  Salpius, a. a. O. （Fn.21
） 
§4, S.25.

（
78
）  Salpius, a. a. O. （Fn.21
） 
§6, S.32f.

（
79
）  Pap. 

（11 resp.

） D. 46, 3, 96, pr. Pupilli debitor tutore delegante pecuniam
 creditori tutoris solvit: liberatio contigit, si non 

m
alo consilio cum

 tutore habito hoc factum
 esse probetur. sed et interdicto fraudatorio tutoris creditor pupillo tenetur, si eum

 
consilium

 fraudis participasse constabit.

　
　
　「
未
成
熟
子
の
債
務
者
が
後
見
人
の
指
図
に
基
づ
き
、
金
銭
を
後
見
人
の
債
権
者
に
支
払
っ
た
な
ら
ば
、
解
放
が
生
じ
る
。
但
し
、
そ
れ
が
後

見
人
の
悪
意
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
他
方
、
後
見
人
の
債
権
者
は
、
彼
が
後
見
人
の
悪
意
に
加
担
し
た
旨
の
証
明

が
な
さ
れ
た
場
合
は
、﹇
未
成
熟
子
に
対
し
て
﹈
悪
意
の
特
示
命
令
に
基
づ
き
責
を
負
わ
さ
れ
る
。」
遠
藤
・
前
掲
注
（
56
）
五
四
一
頁
。

（
80
）  Salpius, a. a. O. （Fn.21

） 

§7, S.39.

（
81
）  Salpius, a. a. O. （Fn.21

） 

§8, S.47.

（
82
）  z.B. W

itte, Zur Lehre von der Stipulation, N
ovation, D

elegation und Succession in obligatorischen Rechtsverhältnissen, in: 
Kritische V

ierteljahrsschrift für G
esetzgebung und Rechtsw

issenschaft, Bd.8, 1866, S.321ff.; Karl Salkow
ski, Zur Lehre von 

der N
ovation nach Röm

ischem
 Recht, Leipzig, 1866, S.109ff.; Vangerow, a. a. O. 

（Fn.67

） 

§619, S.375ff.; W
indscheid, a. a. O. 

（Fn.70

） 

§353, S.313.
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（
83
）  

事
実
、
現
在
の
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ズ
ン
グ
に
関
す
る
条
文
は
、
関
係
当
事
者
の
い
か
な
る
債
務
関
係
も
前
提
と
し
て
い
な
い
（
前
掲
注
・（
6
）（
8
）

参
照
）。

（
84
）  E. I 

§605. W
enn Jem

and einem
 Anderen eine U

rkunde behändigt, in w
elcher er einen D

ritten auffordert, an den Anderen 
eine Leistung zu bew

irken （Anw
eisung

）, so ist der Andere （Anw
eisungsem

pfänger

） erm
ächtigt, die Leistung bei dem

 D
ritten 

（Angew
iesener

） in eigenem
 N

am
en zu erheben, und der Angew

iesene erm
ächtigt, die Leistung an den Anw

eisungsem
pfänger 

für Rechnung des Auffordernden 

（A
nw

eisender

） zu bew
irken, ohne dass es einer w

eiteren Benachrichtigung des A
nge- 

w
iesenen von Seiten des Anw

eisenden bedarf.

（
85
）  E. II 

§619. H
at Jem

and eine U
rkunde, in w

elcher er einen Anderen anw
eist, G

eld oder eine bestim
m
te M

enge vertretbarer 
Sachen oder W

erthpapiere an einen D
ritten zu leisten, dem

 D
ritten ausgehändigt, so ist dieser erm

ächtigt, die Leistung bei 
dem

 Angew
iesenen im

 eigenen N
am

en zu erheben; der Angew
iesene ist erm

ächtigt, für Rechnung des Anw
eisenden an den 

Anw
eisungsem

pfänger zu leisten.

（
86
）  Benno M

ugdan, D
ie gesam

ten M
aterialien zum

 bürgerlichen G
esetzbuchs für das deutsche Reich, Bd.2, 1899, 

§605, S.311.

（
87
）  

こ
こ
で
は
、W

olfgang Endem
ann, D

er Begriff der D
elegatio im

 Klassischen Röm
ischen Recht, M

arburg, 1959; M
ax Kaser/

Rolf Knütel, Röm
isches Privatrecht, 19. überarbeitete und erw

eiterte Aufl., M
ünchen, 2008; U

lrich Eisenried, D
ie bürgerlich-

rechtiliche Anw
eisung und ihre Entstehung, D

iss. Passau, 2010

を
参
照
す
る
。

（
88
）  

前
掲
注
（
62
）
参
照
。

（
89
）  U

lp. （27 ad ed.

） D. 46, 2, 11, 1. Fit autem
 delegatio vel per stipulationem

 vel per litis contestationem
.

　
　
　「
し
か
し
な
が
ら
、
指
図
は
或
は
問
答
契
約
或
は
争
点
決
定
を
通
じ
て
為
さ
れ
る
。」
訳
は
、
江
南
・
前
掲
注
（
59
）
六
四
二
頁
。

（
90
）  Endem
ann, a. a. O. （Fn.15

） S.7.

（
91
）  

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
指
図
（
デ
レ
ガ
シ
オ
ン
）
で
は
、
現
在
も
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
拙
稿
・
前

掲
注
（
28
）
二
三
頁
以
下
も
参
照
。

（
92
）  

前
掲
注
（
56
）
参
照
。

（
93
）  

前
掲
注
（
79
）
参
照
。

（
94
）  Cf. Paul. （5 ad sab.

） D. 18, 1, 15, 2.
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（
95
）  Endem

ann, a. a. O. （Fn.15

） S.7.

（
96
）  Kaser/ Knütel, a. a. O. （Fn.87

） 

§54, Rdnr.9, S.293.
（
97
）  Endem

ann, a. a. O. （Fn.15

） S.8.
（
98
）  Kaser/ Knütel, a. a. O. （Fn.87

） 

§54, Rdnr.13, S.294; Endem
ann, a. a. O. （Fn.15

） S.8.
（
99
）  Kaser/ Knütel, a. a. O. （Fn.87

） 

§54, Rdnr.12, S.294.

（
100
）  Endem

ann, a. a. O. （Fn.15

） S.8f.

（
101
）  

「
譲
渡
（Abtretung, Zession

）」
も
「
債
務
引
受
（Schuldübernahm

e

）」
も
、
ロ
ー
マ
法
で
は
更
改
、
す
な
わ
ち
能
動
指
図
と
受
動
指
図

に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
（Kaser/ Knütel, a. a. O. 

（Fn.87

） 

§55, Rdnr.2 und 9, S.295f.

）。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
の
「
譲
渡
」
や
「
引

受
」
と
い
う
語
は
、
現
今
の
制
度
よ
り
も
広
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
（Eugène G

AU
D
EM

ET, op. cit., （note 27

）, p. 50

）。

（
102
）  

以
上
か
ら
、「
受
動
指
図
」
と
「
能
動
指
図
」
は
、「
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
」
と
「
債
権
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
」
に
対
応
す
る
よ
う
で

あ
る
。

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
一
般
的
に
、
前
者
は
旧
債
務
者
の
関
与
の
有
無
に
し
た
が
い
、
更
改
が
生
じ
る
デ
レ
ガ
シ
オ
ン
と
除
約
と
に
分
け
ら
れ
、
後

者
は
デ
レ
ガ
シ
オ
ン
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
（（H

enri et Léon

） M
AZEAU

D, Jean M
AZEAU

D, François CH
ABAS, Leçons de 

droit civil, obligations, théorie générale, 9
e éd., t.2, 1998, n

os1218 et s., pp. 1246 et s.; François TERRÉ, Philippe SIM
LER et 

Yves LEQ
U
ETTE, D

roit civil, Les obligations, 10
e éd., 2009, n

os1422 et s., pp. 1400 et s.

）。
た
だ
し
、
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改

と
更
改
が
生
じ
る
デ
レ
ガ
シ
オ
ン
と
を
区
別
す
る
見
解
も
あ
る
（Philippe M

ALAU
RIE, Laurent AYN

ÈS, Philippe STO
FFEL-

M
U
N
CK, D

roit civil, les obligations, 3
e éd., 2007, n

o1374, p. 814

）。

　
　
　
こ
の
点
、
わ
が
国
の
旧
民
法
で
は
、
債
権
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
は
、
指
図
（
嘱
託
）
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
（
拙
稿
・
前
掲
注

（
34
）
二
九
九
頁
以
下
、
と
り
わ
け
三
一
〇
頁
以
下
）。

（
103
）  W
itte, a. a. O. （Fn.82

） S.342.

（
104
）  Endem

ann, a. a. O. （Fn.15

） S.9.

（
105
）  

無
因
指
図
は
、
純
粋
指
図
（reine D

elegation

）
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、titulierte D

elegation, reine D
elegation

に
、「
有

因
指
図
」、「
無
因
指
図
」
と
い
う
訳
語
を
宛
て
る
も
の
や
（
石
坂
音
四
郎
『
債
權
總
論
下
巻
』（
有
斐
閣
・
一
九
一
八
）
一
六
七
八
頁
）、titulie-

rte D
elegation

に
「
権
原
指
図
」
の
訳
語
を
宛
て
る
も
の
も
あ
る
（
柴
崎
・
前
掲
注
（
31
）
二
一
五
頁
）。
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（
106
）  

本
稿
で
は
取
り
扱
っ
て
い
な
い
が
、
無
因
指
図
お
よ
び
指
名
指
図
と
い
う
区
別
は
、
テ
ー
ル
（a. a. O. 

（Fn.61

） 

§131, S.483

）、
ザ
ル
ピ
ウ

ス
（a. a. O. （Fn.21

） 

§14, S.75ff.

）
に
み
ら
れ
る
。

（
107
）  Endem

ann, a. a. O. （Fn.15

） S.11.
（
108
）  
フ
ラ
ン
ス
法
の
確
実
指
図
（délégation certaine

）
と
不
確
実
指
図
（délégation incertaine

）
と
い
う
類
型
も
こ
れ
と
同
様
の
区
別
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
（
拙
稿
・
前
掲
注
（
34
）
三
一
六
頁
以
下
）。

（
109
）  Kaser/ Knütel, a. a. O. （Fn.87

） 

§54, Rdnr.12ff., S.294; Endem
ann, a. a. O. （Fn.15

） S.12.

（
110
）  Endem

ann, a. a. O. （Fn.15

） S.10.

（
111
）  Endem

ann, a. a. O. （Fn.15

） S.11.

（
112
）  Endem

ann, a. a. O. （Fn.15

） S.12f. 
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隅
谷
　
史
人
（
す
み
た
に
　
ふ
み
と
）

　
所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
　
　
　
　
　
　
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
際
交
流
学
部
国
際
交
流
学
科
非
常
勤
講
師

　
最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

　
所
属
学
会
　
　
日
本
私
法
学
会

　
専
攻
領
域
　
　
商
法
、
金
融
法

　
主
要
著
作
　
　 「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
指
図
（délégation

）
の
歴
史
的
展
開
」
奥
島
孝
康
先
生
古

稀
記
念
論
文
集
第
二
巻
『
フ
ラ
ン
ス
企
業
法
の
理
論
と
動
態
』（
成
文
堂
、
二
〇
一

一
年
）

　
　
　
　
　
　
　 「
フ
ラ
ン
ス
法
お
よ
び
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
指
図
の
理
論
的
接
続

―Art.1277 
C.civ.

の
比
較
法
的
考
察
を
中
心
に

―
」『
法
学
雑
誌
タ
ー
ト
ン
ヌ
マ
ン
』
第
一

三
号
（
二
〇
一
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　 「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
指
図
論

―
わ
が
国
に
お
け
る
指
図
（délégation

）
の
継 

受

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
九
二
号
（
二
〇
一
二
年
）


